






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































               








































































































































































































































































16 15 14 13 12 11 10 ９
季
知
（
一
八
一
一―
八
〇
） 
実さね
勲いそ
（
一
七
八
五―
一
八
四
五
） 
廷
季
（
一
七
五
〇―
一
八
〇
〇
） 
公
里
（
一
七
四
九―
六
五
） 
実さね
称な
（
一
七
二
七―
九
一
） 
公きん
福とみ
（
一
六
九
七―
一
七
四
五
） 
実
教
（
一
六
一
九―
一
七
〇
一
） 
公
勝
（
一
五
九
七―
一
六
二
六
） 
384
通 
165
通 
587
通 
―
 
1308
通 
860
通 
61
通 
―
 
6
通 
11
通 
９
通 
―
 
32
通 
28
通 
８
通 
―
 
 3 
第
九
代
・
公
勝
の
詠
草
は
両
所
に
確
認
で
き
な
い
が
、
第
七
代
・
公
国
と
と
も
に
公
勝
は
早
世
で
あ
り
、
元
来
の
資
料
自
体
が
纏
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
第
一
三
代
・
公
里
の
詠
草
が
や
は
り
確
認
で
き
な
い
こ
と
も
同
様
の
事
情
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 
第
九
代
・
公
勝
、
第
一
三
代
・
公
里
を
除
く
、
第
一
〇
代
・
実
教
か
ら
第
一
二
代
・
実
称
、
第
一
四
代
・
廷
季
か
ら
第
一
六
代
・
季
知
と
い
っ
た
江
戸
時
代
の
歴
代
当
主
の
詠
草
は
、
Ｕ
Ｃ
Ｂ
に
大
量
に
纏
ま
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
て
、
一
部
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
伝
わ
る
。 
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
実
教
以
下
の
歴
代
の
詠
草
が
少
数
伝
わ
る
の
は
、
元
来
が
他
の
資
料
に
混
入
し
て
い
た
も
の
か
、
何
ら
か
の
事
情
で
Ｕ
Ｃ
Ｂ
へ
の
移
管
の
前
に
一
部
を
抜
き
出
し
た
と
い
っ
た
理
由
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
 
実
条
の
詠
草
に
つ
い
て
は
、
注
３
に
記
し
た
論
考
の
ほ
か
、
す
で
に
幾
つ
か
の
検
討
が
備
わ
る
が
、
（
５
）
他
の
歴
代
に
つ
い
て
は
資
料
の
分
析
や
記
さ
れ
た
和
歌
の
表
現
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
三
条
西
家
旧
蔵
和
歌
詠
草
と
三
条
西
家
歴
代
の
和
歌
表
現
を
考
え
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
実
教
の
詠
草
を
翻
刻
し
、
そ
の
詠
作
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
た
い
。 
 
二 
三
条
西
実
教
に
つ
い
て 
 
三
条
西
実
教
は
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
七
月
五
日
生
、
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
十
月
十
九
日
没
。
八
十
三
歳
。
元
和
八
年
十
二
月
二
十
八
日
叙
爵
。
参
議
、
権
中
納
言
を
経
て
、
承
応
四
年
（
一
六
五
五
）
権
大
納
言
正
二
位
。 
 
三
条
西
家
は
実
隆
以
来
の
古
今
伝
授
を
継
承
す
る
歌
道
の
家
で
あ
り
、
実
教
は
後
水
尾
院
（
一
五
九
六―
一
六
八
〇
）
歌
壇
の
重
鎮
の
一
人
で
あ
っ
た
祖
父
実
条
（
一
五
七
五―
一
六
四
〇
）
よ
り
歌
学
を
継
承
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
「
桂
光
院
殿
も
中
院
も
幽
斎
よ
り
被
聞
た
る
也
。
こ
れ
皆
当
家
よ
り
出
た
る
也
。
此
方
、
本
也
」
（
三
条
西
実
教
述
・
正
親
町
実
豊
記
『
和
歌
聞
書
』
）
（
６
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
実
教
も
歌
道
の
家
の
継
承
者
と
し
て
の
自
負
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
水
尾
院
歌
壇
に
お
い
て
も
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
二
月
二
十
二
日
の
仙
洞
水
無
瀬
宮
法
楽
御
会
以
来
、
御
会
へ
の
詠
進
を
行
っ
て
い
る
。 
 
歌
道
に
関
係
し
た
実
教
の
逸
話
や
言
説
は
多
い
。
例
え
ば
飛
鳥
井
雅
章
述
・
心
月
亭
孝
賀
記
『
尊
師
聞
書
』
は
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。 
 
西
殿
は
し
ら
ぬ
事
な
が
ら
ほ
め
給
ふ
か
た
も
あ
る
べ
し
と
也
。
法
皇
の
御
う
た
さ
へ
御
気
に
い
ら
ぬ
と
西
殿
は
仰
ら
る
ゝ
と
也
。 
 
実
教
の
歌
は
公
家
の
中
で
も
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
後
水
尾
院
の
御
製
で
さ
え
、
気
に
入
ら
な
い
時
に
は
そ
の
よ
う
に
口
に
し
た
と
も
伝
え
る
。 
 
ま
た
、
中
院
通
茂
述
・
松
井
幸
隆
記
『
渓
雲
問
答
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。 
 
仙
洞
の
御
歌
、
三
条
西
実
教
へ
御
談
合
の
時
、
公
音
卿
御
使
也
。
さ
る
に
よ
り
実
教
卿
の
批
判
の
趣
、
故
実
共
聞
覚
え
て
お
は
し
ま
す
。
仙
洞
に
て
仰
の
趣
を
も
承
り
、
御
詠
草
拝
見
し
、
こ
の
御
製
に
は
い
か
な
る
実
教
も
批
は
入
ら
る
ま
 4 
じ
き
と
思
ひ
て
持
参
申
さ
る
ゝ
に
、
実
教
卿
拝
見
し
て
一
返
吟
ぜ
ら
れ
る
（
マ
マ
）
ゝ
内
に
、
あ
し
き
所
、
は
や
聞
え
け
る
と
也
。
是
又
真
静
物
語
な
り
。 
 
あ
る
時
霊
元
院
が
御
製
に
つ
い
て
実
教
に
相
談
し
た
際
、
使
い
を
務
め
て
い
た
押
小
路
公
音
（
一
六
五
〇―
一
七
一
六
、
実
教
の
弟
に
あ
た
る
）
は
、
い
か
に
あ
の
実
教
で
も
今
回
の
御
製
に
批
難
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
ま
い
、
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
御
製
の
詠
草
を
実
教
が
手
に
し
て
読
み
上
げ
た
だ
け
で
、
公
音
は
す
ぐ
に
そ
の
難
点
に
気
付
い
た
と
い
う
。
実
教
は
即
座
に
霊
元
院
の
御
製
の
未
熟
な
点
を
見
抜
き
、
そ
れ
が
読
み
上
げ
る
声
に
も
表
れ
た
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
実
教
は
歌
道
に
お
い
て
評
価
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
後
水
尾
院
や
霊
元
院
の
御
製
で
あ
っ
て
も
お
も
ね
る
こ
と
な
く
、
自
身
の
和
歌
観
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
正
直
に
意
見
を
述
べ
る
と
い
う
率
直
さ
、
あ
る
い
は
大
胆
さ
が
実
教
に
は
あ
っ
た
。 
 
こ
う
し
た
実
教
の
気
性
は
、
結
果
的
に
自
身
の
不
遇
を
招
く
こ
と
と
な
る
。
寛
文
年
間
に
霊
元
天
皇
の
勘
気
に
触
れ
、
実
教
は
蟄
居
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
（
市
野
千
鶴
子
「
三
条
西
実
教
の
蟄
居
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
書
陵
部
紀
要
』
第
四
六
号
、
一
九
九
四
年
）
）
。
実
際
に
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
六
月
二
十
五
日
を
最
後
に
御
会
へ
の
詠
進
は
途
絶
え
、
寛
文
九
年
以
降
は
和
歌
奉
行
を
勤
め
る
こ
と
も
な
く
な
っ
て
い
る
（
坂
内
泰
子
「
三
条
西
実
教
と
後
水
尾
院
歌
壇
」（
長
谷
川
強
編
『
近
世
文
学
俯
瞰
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
年
）
）
。
古
今
伝
授
の
道
統
も
子
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
な
く
絶
え
て
し
ま
い
、
歌
道
の
家
と
し
て
の
三
条
西
家
は
そ
の
格
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た
。 
 
つ
ま
り
、
実
教
の
公
的
な
詠
進
記
録
は
寛
永
年
間
か
ら
寛
文
年
間
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
人
生
に
お
い
て
も
こ
の
頃
が
最
も
歌
道
に
熱
心
な
時
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
三
井
文
庫
蔵
『
実
教
詠
草
』
（
八
四
四
、
八
四
五
）
に
は
、
年
次
の
分
か
る
も
の
で
寛
永
六
年
か
ら
寛
永
二
十
一
年
、
実
教
十
一
歳
か
ら
二
十
六
歳
ま
で
の
詠
歌
が
残
さ
れ
て
お
り
、
青
年
期
の
実
教
の
活
動
を
知
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。 
 
三 
『
実
教
詠
草
』
と
そ
の
表
現 
  
『
実
教
詠
草
』
は
折
詠
草
三
十
六
通
（
八
四
四
）
と
二
十
五
通
（
八
四
五
）
に
分
か
れ
て
お
り
、
禁
裏
御
会
や
三
条
西
家
の
月
次
会
な
ど
の
折
の
も
の
で
あ
る
。
添
削
や
推
敲
の
跡
を
残
す
も
の
が
多
く
、
実
教
が
歌
道
修
練
を
重
ね
る
様
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
端
書
に
は
「
寛
永
十
四
六
月
十
一
日
家
月
次
之
会
兼
日 
出
題
祖
父
」（
【
八
四
四
】［
七
］
、「
祖
父
」
は
実
条
）
、「
寛
永
十
八
二
公
宴
御
月
次 
中
院
大
納
言
談
合
」
（
【
八
四
五
】
［
一
四
］
、
「
中
院
大
納
言
」
は
中
院
通
村
）
な
ど
と
あ
り
、
実
教
の
詠
歌
活
動
に
関
わ
っ
た
人
物
に
つ
い
て
も
知
ら
れ
る
。 
 
当
該
資
料
に
見
ら
れ
る
実
教
歌
の
特
徴
と
し
て
、
例
え
ば
、 
 
吹
つ
た
へ
き
て
（
【
八
四
四
】
［
七
］
） 
く
た
け
ち
り
ゆ
く
（
【
八
四
四
】
［
八
］
） 
折
な
ら
へ
つ
ゝ
（
【
八
四
四
】
［
一
六
］
） 
も
と
め
よ
り
つ
ゝ
（
【
八
四
四
】
［
一
七
］
） 
 5 
と
い
っ
た
複
合
動
詞
の
使
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。
や
や
詰
ま
っ
た
印
象
を
与
え
る
詞
続
き
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
詠
み
方
に
よ
っ
て
新
た
な
表
現
を
見
出
す
契
機
を
探
っ
て
い
た
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。 
 
み
な
れ
み
な
る
ゝ
（
【
八
四
四
】
［
八
］
） 
さ
く
梅
の
匂
ひ
も
さ
む
き
（
【
八
四
五
】
［
三
］
） 
 
と
い
っ
た
歌
例
の
稀
な
表
現
に
も
趣
向
を
凝
ら
そ
う
と
す
る
意
図
が
窺
え
る
。
ま
た
字
余
り
の
句
が
多
く
、
例
え
ば
初
句
に
限
っ
て
み
て
も
、 
 
宮
の
内
は
（
【
八
四
四
】
［
二
六
］
） 
お
も
ひ
よ
ら
ぬ
（
【
八
四
五
】
［
二
］
） 
秋
も
あ
れ
と
（
【
八
四
五
】
［
一
四
］
） 
春
も
く
る
ゝ
（
【
八
四
五
】
［
一
五
］
） 
い
つ
の
た
め
と
（
【
八
四
五
】
［
一
八
］
） 
 
な
ど
散
見
し
、
旧
来
の
詞
に
と
ら
わ
れ
な
い
句
作
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
全
体
と
し
て
は
、
用
い
る
詞
が
二
条
派
の
枠
組
み
か
ら
大
き
く
外
れ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
一
首
を
い
か
に
仕
立
て
る
か
と
い
う
狙
い
に
応
じ
て
、
柔
軟
に
表
現
を
工
夫
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
 
と
こ
ろ
で
、
先
の
『
尊
師
聞
書
』
の
引
用
箇
所
に
は
、
次
の
文
章
が
続
く
。 
 
た
れ
が
き
ゝ
て
も
法
皇
の
御
歌
は
め
で
た
か
る
べ
し
。
た
と
へ
ば
を
そ
れ
あ
る
事
な
れ
ど
、
法
皇
の
御
歌
は
白
き
羽
二
重
の
く
ま
な
き
う
ち
き
を
み
る
ご
と
く
潔
白
な
り
。
西
殿
の
御
歌
は
よ
ご
れ
め
も
み
え
ぬ
黒
羽
二
重
の
ご
と
く
な
る
べ
し
と
也
。 
 後
水
尾
院
の
御
製
を
「
白
き
羽
二
重
」
と
す
る
な
ら
ば
、
実
教
の
歌
は
「
黒
羽
二
重
」
で
あ
る
と
い
う
比
喩
に
つ
い
て
、
雅
章
の
真
意
は
明
確
に
で
き
な
い
も
の
の
、
後
水
尾
院
の
和
歌
が
二
条
派
風
の
な
だ
ら
か
で
平
穏
優
美
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
実
教
の
和
歌
は
上
述
の
よ
う
に
、
時
に
斬
新
な
表
現
を
用
い
な
が
ら
も
趣
向
を
的
確
に
実
現
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
、
と
い
っ
た
対
照
性
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
実
教
詠
草
』
は
、
こ
う
し
て
数
々
に
残
る
実
教
の
逸
話
や
言
説
と
も
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
歌
人
と
し
て
の
実
教
を
精
確
に
把
握
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。 
 
〔
注
〕 
(
1)
 
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
Ｃ
・
Ｖ
ス
タ
ー
東
ア
ジ
ア
図
書
館
の
所
蔵
す
る
歴
史
的
典
籍
の
一
部
、
七
六
〇
点
に
つ
い
て
は
、
同
図
書
館
と
の
協
定
の
も
と
す
で
に
そ
の
全
文
画
像
デ
ー
タ
を
、
当
館
が
運
用
す
る
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（h
t
t
p
s
:/
/
k
o
t
en
s
e
k
i
.
ni
j
l
.
a
c.
j
p
）
か
ら
公
開
し
て
い
る
（
公
開
作
品
の
リ
ス
ト
は
、ht
t
p
:
/
/
b
a
s
e
1
.
n
i
j
l
.
a
c
.
j
p
/
~
t
k
o
t
e
n
/
 
o
w
n
e
r
s
/
s
y
u
u
s
y
u
u
_
l
i
s
t
/
l
i
s
t
_
b
e
r
k
e
l
e
y
m
i
t
s
u
i
.
h
t
m
l
）
。 
(
2)
 
同
論
文
に
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
に
所
蔵
さ
れ
る
日
本
古
 6 
典
籍
の
中
核
を
な
す
旧
三
井
文
庫
本
の
管
理
に
関
わ
っ
た
人
々
と
の
交
流
や
米
国
へ
の
送
付
の
由
来
な
ど
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
と
い
う
在
外
資
料
の
総
合
的
調
査
自
体
が
殆
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
の
調
査
概
要
を
知
る
記
録
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。 
(
3)
 
井
上
宗
雄
「
三
条
西
実
条
の
詠
草
に
つ
い
て
」
（
樋
口
芳
麻
呂
編
『
王
朝
和
歌
と
史
的
展
開
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
七
年
）
等
。 
(
4)
 
井
上
宗
雄
・
柴
田
光
彦
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵 
三
条
西
家
旧
蔵
文
学
書
目
録
」
（
『
国
文
学
研
究
』
三
二
、
一
九
六
五
年
一
〇
月
）
。 
(
5)
 
高
梨
素
子
『
後
水
尾
院
初
期
歌
壇
の
歌
人
の
研
究
』
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
〇
年
）
、
大
山
和
哉
「
三
条
西
実
条
和
歌
詠
草
に
見
る
表
現
の
模
索
」
（
『
国
語
国
文
』
八
三―
八
、
二
〇
一
四
年
八
月
）
等
。 
(
6)
 
以
下
、
『
和
歌
聞
書
』
『
尊
師
聞
書
』
『
渓
雲
問
答
』
の
本
文
は
『
近
世
歌
学
集
成
』
上
（
明
治
書
院
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
る
。 
 
〔
付
記
〕 
本
稿
は
、
文
部
科
学
省
大
規
模
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
促
進
事
業
「
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
計
画
」（
実
施
主
体
・
国
文
学
研
究
資
料
館
、
計
画
期
間
二
〇
一
四
年
度
～
二
〇
二
三
年
度
）
に
よ
る
国
際
共
同
研
究
「
Ｕ
Ｃ
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵
古
典
籍
資
料
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
（
代
表
者
：
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ズ
イ
ッ
カ
ー
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
）
、
研
究
期
間
二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
（
三
条
西
家
旧
蔵
資
料
に
関
す
る
研
究
の
担
当
者
は
、
マ
ル
ラ
俊
江
（
Ｕ
Ｃ
Ｂ 
Ｃ
・
Ｖ
ス
タ
ー
東
ア
ジ
ア
図
書
館
）
、
大
山
和
哉
（
同
志
社
大
学
）
、
盛
田
帝
子
（
大
手
前
大
学
）
、
海
野
圭
介
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）
）
。 
本
資
料
の
翻
刻
は
、
来
山
佳
純
が
素
稿
を
作
成
し
、
大
山
和
哉
、
海
野
圭
介
が
確
認
を
行
っ
た
。
ま
た
、
三
条
西
家
旧
蔵
の
和
歌
詠
草
類
の
概
要
に
つ
い
て
は
海
野
が
、
三
条
西
実
教
及
び
そ
の
詠
草
の
表
現
に
つ
い
て
の
解
説
は
大
山
が
担
当
し
た
。 
末
尾
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
貴
重
な
資
料
の
調
査
と
研
究
に
ご
助
力
を
賜
り
ま
し
た
、
Ｕ
Ｃ
Ｂ 
Ｃ
・
Ｖ
ス
タ
ー
東
ア
ジ
ア
図
書
館
、
及
び
同
図
書
館
日
本
担
当
司
書 
マ
ル
ラ
俊
江
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
 
〔
凡
例
〕 
・
す
べ
て
の
詠
草
に
つ
い
て
、
そ
の
冒
頭
に
［ 
］
に
よ
っ
て
通
し
番
号
を
付
し
た
。 
・
行
配
り
は
資
料
の
通
り
と
し
た
。 
・
旧
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。 
・
歌
に
付
さ
れ
た
合
点
は
＼
に
よ
っ
て
示
し
た
。 
・
ミ
セ
ケ
チ
部
分
は
左
傍
点
ヽ
に
よ
っ
て
示
し
た
。 
・
懐
紙
は
い
ず
れ
も
折
詠
草
で
あ
り
、
裏
へ
続
く
場
合
に
は
表
の
末
尾
に
」
を
付
し
た
。 
・
破
損
や
墨
に
よ
る
抹
消
の
た
め
判
読
で
き
な
い
部
分
は
●
を
用
い
て
示
し
た
。 
 
〔
翻
刻
〕 
 
 7 
【
資
料
番
号 
八
四
四
】 
［
一
］ 
寛
永
十
三
十
二
月
六
日
月
次
兼
日
哥 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
老
少
送
年 
＼
玉
の
緒
○
を
老
○人
も
わ
か
き
も 
ヽ送
ヽる
ヽと
ヽし
ヽに
ヽ万
ヽ代
か
け
て 
契
る
行こヽ
すとヽ
ゑのヽ
ヽ葉 
か
さ
な
ら
ん
数
を
鶴
亀
に 
ま
か
契
つ
ゝ
せ
を
き
て
人
と
い
ふ
老
も
わ
か
き
も
人
の 
を
く
る
年
な
み 
し
る
へ
し
て
越
行
老
の 
跡
よ
り
やはや
か
さ
ぬ
る
年
のも 
道千世
はを
た
と
ら
し
か
そ
へ
ん 
老
鶴
よ
や
ら
は
子
も
又 
末
と
を
く
か
そ
ふ
る
と
し
は
」 
千
世
の
数
か
も 
［
二
］ 
寛
永
十
四 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
牡
丹 
ふ
か
み
草
た
ね
を
あ
ま
た
に 
咲
み
ち
て
花色
を
あ
ら
そ
ふ 
色花
も
め
つ
ら
し 
さ
く
花
を
の
つ
か
ら
も
玉
の
み
き
り
の 
ふ
か
み
草
め
く
み
の
露
やも 
わ
き
て
を
く
ら
む 
［
三
］ 
寛
永
十
四 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
九
月
十
三
夜 
＼
今
夜
又
名
に
お
ふ
月
は
今
夜
又
名
に
お
ふ
も
月
のもヽ 
か
ひ
な
きしヽ
や
曇
り
く
も
ら
は
は
て
ヽ 
 
ヽ 
 
ヽ
ぬ 
春
にをヽ
な
ら
ひ
て 
く
ま
な
し
と
み
る
程
も
な
く 
長
月
の
名
に
お
ふ
月
に 
か
ゝ
る
雲
か
な 
 
［
四
］ 
寛
永
十
四
二
月
○
家
六
日
之
●
●
当
座 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
紅
葉 
露
し
く
れ
ふ
か
き
方
よ
り 
木
々
の
色
を
ま
つ
紅
葉
々
に 
染
わ
○た
す
ら
ん 
の
な
か
き
た
め
し 
ヽゆ
ヽく 
 8 
＼
立
ま
し
る
常
盤
木
よ
り
や 
う
す
き
色
も
千猶ヽ
しそヽ
ほへヽ
をてヽ
み
す ○
る 
庭
の
紅
葉
々 
［
五
］ 
寛
永
十
四
五
月
六
日
家
○
会
月
次
兼
日
、
●
●
●
出
題
祖
父
、 
講
師
頭
弁
共
綱
朝
臣
、
読
師
ナ
シ
、
予
カ
哥
竹
門
御
所
望
ニ
ヨ
リ 
二
返
也
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
袖
上
菖
蒲 
＼
今
日
も
な
を
か
け
し
あ
や
め
を 
す
て
や
ら
て
匂
ひ
を
ヽつ
ヽゝ
ヽむ 
袖
の
う
へ
か
な 
な
か
き
根
の
た
え
ぬ
た
め
し
にを 
引
と
り
て
袖
に
も
か
く
る 
あ
や
め
成
ら
ん
草
か
も
 
［
六
］ 
寛
永
十
四
九
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
紅
葉 
奥
山
は
染
つ
く
し
て
や 
時
な
れ
や 
し
く
れ
そ
と
う
す
き
都
の 
む
時ら
雨
ヽの
都
の
木
々
はをヽ 
初
し
ほ
に
し
て 
 
 
 
の
時
雨
は 
木
々
に
し
る
か
な 
ヽ過
ヽて
ヽゆ
ヽく
ヽ覧 
陰
高
き
＼
く
立梢ヽ
ヽは
ヽの
ヽこ
ヽる 
松
す
き
に
お
は
れ
て
ほ
ふ
紅
ヽ
葉
の 
色
○の
そ
ゝ
ひ
ゆ
く
ふ
か
と
そ
み
る
 
［
七
］ 
寛
永
十
四
六
月
十
一
日
家
月
次
之
会
兼
日 
出
題
祖
父 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
松
高
風
有
一
声
秋 
＼
秋
を
ま
つ
吹
つ
た
へ
き
て 
松
陰
はにヽ
涼
し
さ
つ
き
ぬ 
風
の
を
と
か
なもヽ 
す
ゝ
し
く
て
秋
を
お
ほ
ゆ
る 
夕
風
に
日
く
ら
し
も
き
く 
庭
の
松
か
け 
夏
と
て
な
か
ら
も
秋
と
や
い
を
や
ふ
く
む
は
ん 
松
陰
には
日
影
も
も
ら
ぬて 
風
の
す
ゝ
し
さ 
［
八
］ 
寛
永
十
四
十
一
月
六
日
家
月
次
当
座
、
祖
父
出
題
、 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽう
ヽつ
ヽす 
こ
ほ
る
ゝ 
た 
る もヽ 
 9 
●
●
●
巻
頭
竹
門
、
探
題
ニ
ヨ
リ
軸
差
別
な
し
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
水
鳥
知
主 
＼
立
よ
れ
わ
す
れ
す
や
と
さ
は
き
も
や
ら
て 
池
の
を
し
の
汀
に
ち
か
く 
な
れ
て
鳴
な
り 
さ
し
め
く
る
棹
に
も
さ
す
か 
お
と
ろ
か
て
み
な
れ
み
な
る
ゝ 
池
の
水
鳥 
 
橋
上
霰 
そ
の
ま
ゝ
に
残
る
霰
の 
色玉
も
な
く
く
た
け
ち
り
ゆ
く 
谷
の
岩
橋 
＼
む
す
苔
の
色
は
か
り
な
る 
ふ
る
は
し
に
ち
る
や
れ
と
霰
は 
音
を
忘
る
ゝ
」 
 
神
楽 
神
垣
に
う
た
ふ
榊
の 
こ
ゑ
そ
へ
て
夜
ふ
か
く 
松
の
風
も
吹
な
り 
＼
う
ち
し
め
る
庭
火
の
影
にも 
霜
ふ
か
き
夜
半
もを
し
ら
る
ゝ
す
る 
森
の
下
陰 
［
九
］ 
寛
永
十
五
々
廿
四
、
禁
御
当
座
、
頭
中
将
隆
量 
名
代
也
。
春
暁
者
主
被
読
之
。 
 
夏
朝 
＼
明
や
す
き
夜
の
う
ら
み
は 
は
れ
〳
〵
て
す
ゝ
し
く
残
る 
月
の
朝
風 
今
朝
の
あ
さ
け
露
こ
ほ
れ
つ
ゝ 
茂
あ
ふ
青
葉
を
分
る 
風
の
す
ゝ
し
さ 
［
一
〇
］ 
寛
永
十
五
七
七
禁
御
会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
代
牛
女
述
懐 
神
の
代
の
契
り
＼
契
り
を
き
し
道
た
え
す
し
て
ふ
り
せ
て
 
や
ふ
か
き
 
今
も
世
の
秋
に
名
を
時
な
る
た
か
き 
星
合
の
空 
な
へ
て
世
に
つ
も
の
手
向
〳
〵
を
る
手
向
を 
吹
わ
け
へ
た
て
な
く
て
風
も
星
に
つ
た
へ
よ 
ほ
し
あ
天
の
川
風
ひ
の
空 
七
夕
は
ち
き
り
ふ
り
せ
て 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽふ
ヽり
ヽせ
ヽぬ 
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物
こ
と
に
う
つ
か
は
り
り
行
世
の 
秋
に
名
た
か
き 
［
一
一
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
野
径
霞 
踏
わ
く
る
雪
も
む
も
れ
て
春
は
先たゝ 
霞
に
お
ほ
ふ
野
へ
の
ゝ
と
け
さ 
 
深
山
花 
外
の
ち
る
後
を
＼
時
な
る
契
と
て 
山
ふ
か
く
さ
く
花
の
色
哉 
 
暮
春
雨 
 
降
く
雲
は
れ
ぬ
ら
す
雨
に
か
こ
た
ん
し
た
ひ
え
ぬ 
春
はの
名
残
に
ぬ
ら
す
袖
を
降
く
ら
す
ら
ん
も 
 
暁
郭
公
う
ら
み
に
つ
き
ぬ
な
み
た
と
や
な
る 
明
や
ら
＼
な
き
い
て
ゝ
ぬ
山
郭
公
を
の
＼
横
雲
の
れ
よ
り 
わ
か
れ
て
出
る
ゝ
や
過
行
る
横
雲
の
空 
 
水
辺
草 
し
け
り
あ
ふ
池
の
汀
の
夏
草
は 
い
は
ほ
の
苔
の
色
を
そ
へ
つ
ゝ 
 
秋
夕
露
」 
夕
露
の
草
木
に
も
ろ
き
色
ま
て
も 
秋
の
哀
の
外
に
や
は
あ
る 
 
聞
擣
衣 
夢
絶
し
恨
み
わ
す
る
ゝ
枕
に
は 
さ
す
か
友
な
る
衣
う
つ
こ
ゑ 
 
庭
紅
葉 
し
く
れ
ゆ
く
雫
も
染
る
一
枝
のは 
先
千
し
ほ
な
る
先
た
つ
軒
の
紅
葉
々 
 
冬
夜
月 
を
き
あ
う
す
き
た
ゝ
へ
ぬ
真
砂
の
上
に
霜
の
色
影
さそ
へ
て 
霜
よ
影
さ
す
の
月
の
更
る
寒
け
さ 
 
杜
間
雪 
朽
は
名
残
あ
る
て
ぬ
落
葉
は
う
つ
み
冬
枯
の 
梢
は
う
す
き
杜
の
雪 
哉
白
雪 
［
一
二
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
網
代 
 
＼
ひ
を
吹
お
ろ
す
な
ら
ぬ
お
ち
木
の
葉
も
み
ち
も
と
も
に 
な
か
れ
き
て
よ
る
〳
〵
さ
む
き 
瀬
々
の
あ
し
ろ
木 
た
き
そ
へ
よ
網
代
の
か
ゝ
り 
か
す
か
に
て
よ
り
く
る
ひ
を
も 
波
に
わ
か
れ
ぬ 
か
は
る
此 
咲
ま
ゝ
に 
契
て
奥
山
は 
又
め
つ
ら
し
き 
春
ふ
か
く 
の
と
け
さ
を
そ
き
山
の
桜
は 
＼
色
な
れ
や 
も は
さ
な
か
ら 
行
春
の 
世
に
し
た
ふ 
の
な
み
た
と
や
な
る 
い
て
ゝ
別
る 
次 
先
わ
か
れ
行 
わ
か
る
ゝ 
＼
色
に
わ
か
る
ゝ
し
の
ゝ
め
の
空 
千
し
ほ
は
は
や
き 
次
ニ 
山
の
奥
桜 
波
の
色
を
よ
り
く
る
ひ
を
に 
ま
か
は
し
な
網
代
の
か
ゝ
り 
し
ら
み
そ
め
て
も 
降
く
ら
す
空
も
し
れ
か
し
春
の
行 
う
ら
み
も
は
れ
ぬ
雨
の
心
を 
 11 
里
の
名
を
わ
か
身
に
知
て 
こ
の
比
のは
夜
さ
む
を
う
ち
の 
網
代
も
る
ら
ん 
 
埋
火 
＼
更
行
は
ふ
き
お
こ
す
う
へ
よ
り
消
て 
を
の
つ
か
ら
＼
か
き
お
こ
す
灰
の
そ
こ
な
る
火
の 
＼
灰
に
う
も
る
閨
の
う
つ
み
火
ゝ 
花
鳥
の
色
音
は
し
ら
す 
埋
火
に
む
か
ふ
か
う
ち
は 
春
の
こ
ゝ
ろ
をよ
」 
を
き
つ
き
て
ふ
き
お
こ
す
と
や 
す
さ
ま
し
き
扇
も
な
ら
す 
埋
火
の
も
と 
 
暁
恋 
つ
れ
な
さ
を
な
ら
は
ぬ
程
は 
月
を
たのみ
ゝ
名
に
た
て
け
り
な
も
た
て
け
る
 
有
明
の
空 
＼
お
も
か
け
は
の
こ
る
物
か
ら 
し
た
ひ
み
し
夢
も
わ
か
る
ゝ 
横
雲
の
そ
ら 
か
へ
る
さ
を
し
た
ふ
な
ら
ひ
の 
有
明
に
つ
ら
き
た
く
ひ
と 
み
る
月
も
う
し 
［
一
三
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
九
月
尽 
い
た
つ
ら
に
今
日
を
く
ら
し
て 
あ
す
も
あ
り
と
思
ふ
か
う
ち
に 
秋
も
つ
き
ぬ
る 
あ
す
も
あ
み
ん
と
り
と
今
日
は
く
ら
し
て
は
又
み
さ
り
し 
あ
ら
ま
し
にの
野
山
の
秋
のも 
つ
ゐ
に
今
日
に
つ
き
く
れ
ぬ
る 
た
つ
た
山
梢
の
秋
も 
吹
つ
く
す
今
日
の
あ
ら
し
に 
の
こ
る
色
な
き 
 
田
家
雨
」 
も
り
あ
か
す
門
田
お
く
て
の
い
な
は 
う
ち
な
ひ
き
む
ら
雨
さ
む
き 
 
 
 
 
き
ほ
ふ
お
 
秋
の
朝
か
せ 
ふ
る
雨
に
お
つ
る
雫
も 
を
の
つ
か
ら
い
な
葉
を
つ
た
ふ 
小
田
の
庵
哉 
 
今
日
愚
詠
候
。
御
添
削
頼
為 
 
置
之
段
者
返
置
候
。
先
刻
参
上
候 
ふ 
た
ゝ
し
き 
 12 
 
処
、
御
参 
内
之
由
承
候
間
、 
 
罷
帰
候
。
亜
相
も
御
他
行
之
由 
 
承
候
間
、
不
違
参
上
候
。
清
書 
 
明
日
に
も
苦
間
敷
候
哉
。
宜 
 
願
之
心
得
候
也
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
［
一
四
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
林
雪 
風
は
雲
ま
よ
ふ
ら
ふ
雲
の
は
や
し
は 
く
も
程
も
な
く
は
れ
て
梢
に
雪
ふ
り
い
て
ゝ
の 
つ
も
る
花
に
ま
か
へ
る
と
も
な
し 
＼
明
そ
む
る
木
々
の
は
や
し
に 
雪
み
え
て
さ
は
く
小
鳥
の 
＼
声
も
さ
さ
は
く
声
〳
〵
む
け
し 
［
一
五
］ 
寛
永
六
年
名
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
名
月 
＼
な
に
め
て
ゝ
月
か
け
こ
よ
ひ 
な
か
む
れ
は
い
と
ゝ
な
を
し
も
秋
になヽ
ヽる 
さ
や
け
さ
そのヽ
そ
ふらヽ 
月
か
け
を
こ
よ
ひ
さ
や
か
に 
お
も
ひ
ぬ
る
い
ま
夜
と
見
し
に 
秋
の
そ
ら
か
な 
 
［
一
六
］ 
寛
永
十
三 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
七
夕 
天
の
河
ほ
し
の
あ
ふ
せ
を
待
え
つ
の
け
ふ
と
い
へ
は
ゝ 
風
も
し
つ
か
に
波
も
さ
は
ら
し 
今
日
と
い
へ
は
浪
も
し
つ
か
に
天
の
河 
ほ
し
の
あ
ふ
せ
の
道
をと
な
する
ら
ん 
織
女
の
あ
ふ
せ
し
ら
れ
て
を
の
つ
か
ら 
風
も
涼
し
き
け
ふ
の
夕
暮 
天
つ
空
に
猶
す
ゝ
し
さ
を
吹
そ
へ
よ 
ほ
し
の
手
向
を
風
も
お
も
は
ゝ 
風
も
な
を
暮
行
空
の
涼
し
さ
は 
星
の
た
む
け
を
思
ふ
な
る
ら
む 
行星
あ
ひ
の
道
と
も
な
るらん
や
天
の
川 
引
わ
た
す
け
ふ
の
雲
の
う
き
橋 
め
く
り
逢
星
の
為
に
し
引
わ
た
す 
色
も
め
つ
ら
し
雲
の
う
き
は
し 
ヽ
ヽ
ヽ
 
大
空
に 
つ
空 
ヽさ
ヽむ
ヽけ
ヽく
ヽも 
ヽ
ヽ
ヽ
 
雪
の 
ヽ林
ヽの
ヽ木
ヽ々
ヽに 
ヽ雪
ヽに 
こ
ゝ
か
し
こ 
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さ
く
花
を
折
な
ら
へ
つ
ゝ
め
つ
ら
し
き 
色
よ
り
やを
ま
つ
ほ
し
に
手
む
け
ん 
を
く
露
の
色
を
ち
ら
さ
す
咲
花
を 
お
ら
て
そ
の
ま
ゝ
ほ
し
に
た
む
く
る 
神
の
代
の
契
り
や
ふ
か
き
と
し
〳
〵
に
」 
一
夜
は
た
え
ぬ
星
合
の
空 
星
合
の
手
向
を
思
ふ
色
み
え
て 
な
ひ
く
尾
花
に
露
も
置
そ
ふ 
手
む
け
と
て
た
く
い
ろ
〳
〵
の
薫
物
を 
匂
ひ
あ
ま
た
に
ほ
し
も
う
け
な
ん 
暮
ゆ
け
は
猶
た
む
け
を
そ
思
ふ
な
る 
ほ
し
の
あ
ふ
せ
の
時
を
待
つ
ゝ 
天
の
川
手
向
の
数
に
も
ら
す
な
よ 
か
き
な
か
す
も
し
の
色
あ
さ
く
と
も 
［
一
七
］ 
寛
永
十
三
九
月
六
日
家
ニ
テ
月
次
当
座 
実
条
公
出
題
也
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
な
と
ほ
と
ゝ
き
す 
＼
待
え
て
も
な
と
郭
公 
一
声
の
な
の
り
は
か
り
に 
過
○て
行
ら
んもヽ
ヽう
ヽし 
里
な
れ
ぬ
程
に
は
あ
ら
て 
わつれ
り
な
く
も
な
と
郭
公 
一
声
の
空 
 
か
た
へ
す
ゝ
し
き 
＼
暮
＼
て
猶
ゆ
け
は
か
た
へ
涼
し
き 
河
水なヽ
ヽみ
を
も
と
め
よ
り
＼
て
もつ
ゝ 
夏
は
ら
へ
す
るしヽ
ヽつ 
も
と
め
よ
る
河
せ
に 
風
の
た
え
や
ら
て
か
た
へ
涼
し
き 
夏
は
ら
へ
か
な 
［
一
八
］ 
寛
永
十
三
重
陽 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
菊 
を
く
露
や
八
重
咲
に
ほ
ふ 
菊
の
花
も
九
か
さ
ね
に 
け
ふ
は
な見
す
ら
ん 
け
ふ
を
た
ゝ
菊
の
さ
か
り
に 
契
を
き
て
色
か
も
ふ
か
く 
咲
に
ほ
ふ
か
な
ら
ん
 
［
一
九
］ 
寛
永
十
三 
上 
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実
教 
 
九
月
十
三
夜 
＼
過
に
け
る
名
に
お
ふ
空
も 
は
る
ゝ
ま
て
こ
よ
ひ
の
月
の 
影
のさヽ
さえヽ
やてヽ
けゆヽ
さくヽ 
大
空
天
つ
空
は
千
里
も
晴
て 
長
月
の
名
に
お
ふ
月
に 
雲
そ
か
ゝ
ら
ぬ 
［
二
〇
］ 
寛
永
十
三
十
月
廿
九
日
家
会
月
次
○
兼
●
●
日
也 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
 
＼
降
過
る
跡
よ
り
もはヽ
又 
曇
き
て
時
雨
○に
つ
き
ヽせ
ぬ 
＼
雲
も
わ
り
な
ヽし 
吹
風
に
か
つ
時
雨
つ
ゝ 
ゆ
く
雲
も
か
さ
な
る
末
の 
空
は
は
れ
せ
し 
浮
雲
の
た
ゝ
一
む
ら
も 
山
風
の
吹
め
く
る
空
は 
四
方
の
時
雨
か 
 
鴛 
さ
え
〳
〵
て
鴛
の
毛
衣
上
毛
に 
を
の
つ
か
ら
霜
を
か
さ
ぬ
る 
色
を
み
す
も
め
つ
ら
し
ら
ん 
＼
う
ち
は
ら
ふ
羽
音
はもヽ
たしヽ
かけヽ
くくヽ 
池
の
を
＼
を
し
と
り
の
し
の
霜
ふ
き
か
夜
そはヽ 
声
の
か
す
わ
き
て
し
ら
る
ゝ
〳
〵 
暮
ゝ
よ
り
先
う
き
池
の
玉
藻
の
草
の
」 
床
し
め
て
汀
に
な
る
つ
か
ひ
は
な
れ
ぬ
ゝ 
を
し
の
も
ろ
声
か
な
声 
 
書 
＼
ま
ほ
り
あ
る
神
に
ま
か
せ
て 
敷
島
の
道代ヽ
のヽ々
の
を
し
へ
の 
文
を
つ
と
め
む 
す
り
契
あ
る
な
か
す
硯
の
水
を 
た
よ
り
に
て
文
の
色
を
は 
筆
や
み
墨
ふ
て
や
し
る
す
ら
ん 
す
て
を
か
す
い
く
学
〳
〵
て
度
も
み
て 
を
の
つ
か
ら
代
々
の
文
を
は 
し
み
に
ま
か
せ
し 
あ
つ
め
を
き
し
文
を
学
て
代
々
の
を
し
へ
は 
し
き
し
ま
の
道
の
光
も
の
み
な
ら
ぬ 
世
に
や
水
茎
の
跡
しせ
ら
せ
ん 
の
色
か 
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
に
 
四
方
の
う
き
雲 
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［
二
一
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
け
ふ
は
は
や
別
れ
ゆ
くけ
と
も 
郭
公
聞
て
な
れ
ぬつ
る 
声
は
忘
れ
し 
＼
忘
れ
め
や
別
れ
行
と
も 
ほ
と
ゝ
き
す
旅
ね
に
な
れ
し 
声
の
な
こ
り
は 
＼
陰
た
か
く
／
猶
や
し
け
ら
む
し
け
り
に
け
り
な
 
若
竹
の
み
と
り
の
色
は 
千
世
も
か
は
ら
して 
［
二
二
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
九
月
十
三
夜 
長
月
の
名
は
か
ひ
な
し
と 
見
る
か
う
ち
に
時
雨
を
さ
そ
ふ 
月
の
う
き
雲 
染
い
た
す
紅
葉
の
木
々
も 
恨
み
あ
れ
や
又
名
に
た
か
き 
月
の
し
く
れ
を 
［
二
三
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
滝
氷
聖
廟
御
法
楽 
こ
き
ち
ら
す
岩
ね
に
ひ
ろ
へ 
亀
の
尾
の
山
風
こ
ほ
る 
た
き
の
し
ら
玉 
音
な
し
の
山
か
せ
さ
む
み 
思
ひ
せ
く
心
の
滝
を 
こ
ほ
り
に
そ
み
る 
 
梅
有
喜
色 
咲
に
ほ
ふ
梅
も
さ
か
ゆ
く 
家
の
か
せ
ふ
た
つ
の
道
の
」 
光
そ
ふ
ら
し 
さ
く
梅
の
花
も
く
も
ら
ぬ 
玉
く
し
け
二
の
み
ち
の 
光
そ
ふ
ら
し 
［
二
四
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
瞿
麦 
い
た
つ
ら
に
夏
ふ
●
●
草
の
籬
の
し
け
る
か
中
の 
な
て
し
こ
やは
秋
さ
く
ま
つ
花
の 
し
る
へ
とに
もや
見さく
む 
な
て
し
こ
は
秋
の
花
こ
そ
ま
つ
花
の 
し
る
へ
となれ
や
こ
の
夏
草
のも 
ヽ
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中
に
さ
秋
を
ま
た
な
む
く
ら
む 
咲
い
て
ん
秋
の
千
種
の 
し
る
へ
をとに
も
こ
の
な
て
し
こ
の 
花
をと
こ
そ
み
めれ 
秋
を
こ
ん
秋
の
ま
つ
花
のは
ち
く
さ
の 
し
る
へ
に
も
と
や
こ
の
な
て
し
こ
やの 
ひ
と
り
さ
く
ら
ん
」 
秋
ま
ち
て
さ
く
ら
ん
花
の 
し
る
へ
と
も
み
る
色
ふ
か
き 
山
と
な
て
し
こ 
た
く
ひ
な
き
花色
に
も
有
か
な 
し
け
り
ゆ
く
此
こ
ろ
は
花
も
な
つ
の
ゝ
草
の
籬
の 
山
と
な
て
し
こ 
の
花 
花
に
の
み
色
か
は
り
ゆ
く 
し
ら
露
の
草
は
み
と
り
の 
山
と
な
て
し
こ 
も
ろ
こ
し
に
さ
く
庭
の
面
に
さ
か
す
は
有
と
も
と
も
よ
し
や 
あ
し
引
の
山
と
な
て
し
こ 
尋
て
をも
み
ん 
と
こ
夏
にの
花
をに
み
よ
と
や 
さ
く
ら
さ
く
春
よ
り
後
は 
霜
の
ゝ
ち
ま
て 
足
引
の
山
と
な
て
し
こ
野
も
山
も
行
て
た
に
み
ん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宿
に
さ
か
す
は 
第
三 
 
 
 
 
第
四 
 
 
 
 
 
結
句 
も
ろ
こ
し
の 
 
花
に
さ
く
と
も 
 
行
て
た
に
み
む 
初
霜
の 
 
 
 
 
 
 
か
す
は 
に 
 
 
 
さ
か
す
は
有
と
も 
 
［
二
五
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
秋
依
月
勝 
さ
ひ
し
さ
も
ななヽ
く
さ
む
道
も 
わ
き
わ
き
て
そ
ふ
秋
の
光
は 
月
に
やそ
あ
る
ら
ん 
秋
は
た
ゝ
秋
を
契
り
て 
す
む
月
に
身
に
し
む
色
の 
わ
き
て
そ
ひ
ゆ
く 
 
初
雁
似
字 
忘
れ
す
や
故
郷
人
の
ふ
る
郷
の
た
か
こ
と
の
葉
そ 
こ
と
一
つ
ら
に
の
葉
を
かかヽ
く
跡
見
せ
て 
雁
ははヽ
来
に
け
り 
天
つ
か
り
む
す
ひ
も
や
ら
ぬ 
玉
章
を
か
け
て
き
ぬ
る
と 
水
く
き
の
跡
」 
行
水
に
か
す
か
く
跡
か 
霧
の
う
へ
に
初
か
り
金
の 
行
て
み
ま
し
を 
 
も
よ
尋
て
を
み
ん 
を
み
は
や 
の
ひ
か
り
 
り
け
る
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き
ゆ
る
姿
は 
 
隔
一
夜
恋 
へ
た
て
と
て
一
夜
一
夜
を
も
つ
ら
き
へ
た
て
と
な
か
ら
も 
う
ら
む
也なり
絶
間
た
え
ま
か
ち
な
る
ち
な
る 
中
もも
あ
る
世
●に 
此
ま
ゝ
又
（
マ
マ
）
へ
た
て
す
は 
人
心
一
夜
は
よ
し
や 
う
つ
り
ゆ
く
と
も 
●
● 
故
八
条
宮
試
筆 
フ
ミ
●
●
ヽ
テ
ハ
遠
き
程
シ
ル
東
路
ヲ 
イ
カ
ニ
一
ヨ
ニ
春
ハ
キ
ヌ
ラ
ン 
江
戸
ヘ
下
向
ノ
次
ノ
年
也
。 
 
（
以
下
、
複
数
の
斜
線
を
文
字
上
に
引
く
。
抹
消
の
た
め
か
） 
寛
永
十
六
八
十
五
日 
江
戸
よ
り
飛
脚
此
十
一
日
江
戸
へ
帰 
右
中
ノ
書
申
来
。 
［
二
六
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
菊
映
月 
に
ほ
へ
猶
空
行
月
もの
色
そ
へ
て 
ち
ら
す
光
をも
花
の
し
ら
菊 
長
月
月
は
ま
つ
の
名
に
お
ふ
影
も
月
は
先
あ
ら
は
れ
て 
こ
よ
ひ
あ
ら
は
す
菊
の
の
き
く
の
花
に
て
り
そ
ふ
う
へ
か
な 
 
菊
帯
露 
宮
の
内
は
あ
ら
し
も
よ
そ
に
置
と
め
て
露
さ
へ
き
く
の
花
の
上
に
き
く
の
露 
ち
る
と
い
ふ
こ
と
を
し
ら
す
か
ほ
な
る 
ち
ら
す
な
よ
一
と
せ
の
花
の
か
き
り
と
此
花
ま
て
と
菊
の
上
に 
め
く
み
の
露
の
を
も
く
も
あ
つ
き
色
か
な
み
え
て
も 
 
菊
似
霜 
に
ほ
ふ
よ
り
花
を
あ
ら
に
わ
か
る
ゝ
は
す
白
菊
や 
し
み
つ
く
色
の
霜
と
み
え
に
ま
か
へ
と
て
も 
日
影
さ
す
か
き
ね
に
と
く
る
色
な
き
は 
花
を
忘
る
ゝ
霜
の
し
ら
き
く 
 
山
路
菊 
咲
に
ほ
ふ
菊
の
山
路
よ
仙
人
の 
す
み
か
と
い
ふ
も
こ
ゝ
に
や
有
ら
ん 
山
風
に
つ
き
ぬ
に
ほ
ひ
を
し
ほ
り
に
て 
菊
に
分
入
末
も
ま
よ
は
し 
 
河
辺
菊 
大
井
川
う
つ
れ
る
山
の
つ
ら
き
名
も
」 
汀
のに
菊
の
し
ら
て
に
ほ
へ
る 
ち
り
つ
も
る
露
は
さ
な
の
行
ゑ
は
か
ら
谷
川
の
き
く
の
花 
此
谷
川
の
下
行
川
き
の
下
行
の
水
の
水
か
み 
う
つ
ろ
ふ 
（
マ
マ
） 
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寄
菊
契 
た
の
め
を
く
中
は
か
は
末
を
か
は
る
な
ら
し
う
へ
て
み
る 
菊
は
花
ち
る
世
に
し
あ
ふ
と
も 
か
は
る
な
ら
し
な
よ
む
か
ふ
籬
に
さ
く
き
く
の 
露
へ
た
て
も
へ
た
て
す
な
く
契
る
行
ゑ
は 
 
々
々
恨 
色
見
え
し
れ
か
し
な
よ
ふ
ち
と
成
ゆ
く
し
ら
き
く
の 
露
を
こ
ゝ
ろ
に
つ
も
る
う
ら
み
は 
う
つ
ろ
つ
れ
な
し
や
ふ
は
霜
を
き
ま
よ
ふ
菊
な
ら
て 
人
の
心
に
み
の
し
る
も
う
ら
め
し 
 
々
々
旅 
草
枕
露
さ
く
花
は
の
や
と
り
も
故
郷
の 
秋
を
へ
た
て
す
に
ほ
ふ
し
ら
菊 
や
と
り
と
る
野
は
さ
く
菊
の
一
も
と
に 
み
な
か
ら
に
ほ
ふ
草
枕
か
な 
 
々
々
祝 
吹
上
は
ま
風
も
や
真
砂
を
君
か
世
の
か
す
に 
契
り
て
菊
も
に
ほ
ふ
吹
上
の
き
く
や
秋
を
か
そ
へ
ん
浜
風 
君
そ
み
い
く
世
み
ん
ん
け
ふ
九
重
に
う
つ
し
う
へ
て 
山
路
の
き
く
を
雲
ゐ
は
る
か
に 
［
二
七
］ 
 
夏
朝 
は
れ
〳
〵
て
涼
し
く
の
こ
る
明
や
す
き
夜
の
恨
は 
残
り
な
く
残
る
れ
月
の 
影
の
す
月
の
朝
風
ゝ
し
さ 
 
 
 
 
 
 
茂
あ
ふ 
青
葉
を
分
る
風
の
す
ゝ
し
さ 
［
二
八
］ 
 
菊
映
月 
に
ほ
へ
猶
空
行
月
もの
色
そ
へ
て 
ち
ら
す
光
をも
花
の
し
ら
菊 
月
は
ま
つ
長
月
の
名
の
長
月
の
名
に
お
ふ
影
も
月
は
ま
つ
光
を
も 
今
夜
あ
ら
は
す
菊
の
う
へ
か
な 
 
々
帯
露 
置
と
め
て
露
さ
へ
菊
の
花
の
上
に 
ち
る
と
い
ふ
こ
と
を
し
ら
す
か
ほ
な
る 
ち
ら
さ
く
花
は
す
な
よ
一
と
せ
の
此
花
ま
て
花
の
か
き
り
と
と
き
く
の
上
に 
め
く
み
の
露
のも
を
も
く
見をく
え
て
も 
 
々
似
霜 
日
影
さ
す
か
き
ね
に
に
ほ
ふ
色
と
く
る
色
な
き
は
は
た
ゝ 
つ
れ
な
く
花
と
み
は
つ
る
と
け
ぬ
霜
の
し
ら
菊 
に
ほ
ふ
よ
り
花
に
わ
か
る
を
あ
ら
は
す
ゝ
し
ら
菊
や 
し
み
つ
く
霜
の
色
に
色
の
霜
と
見
え
て
も
ま
か
へ
と 
 
山
路
々 
う
つ
り
か
は
る
は 
露
の
め
く
み
も
あ
つ
き
色
色
か
な 
花
を
忘
る
ゝ 
（
マ
マ
） 
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山
風
に
つ
き
ぬ
匂
ひ
を
し
ほ
り
に
て 
分
入
末
も
さ
け花の
る
し
ら
菊
か 
（
マ
マ
）
 
咲
に
ほ
ふ
菊
の
山
路
や
仙
人
の 
す
み
か
も
こ
ゝ
さ
ら
に
へ
た
て
な
か
ら
ん 
 
河
辺
々 
ち
り
つ
も
る
露
は
さ
な
の
行
ゑ
や
か
ら
谷
川
き
く
の
花
のや 
此
谷
川
の
菊
の
下
下
行
川
の
行
水
の
水
か
み 
大
井
川
う
つ
れ
る
山
の
つ
ら
き
名
も 
汀
のに
菊
の
し
ら
て
に
ほ
へ
る 
 
寄
々
契 
た
の
め
を
く
末
を
か
は
るらし
な
う
へ
て
み
る
う
へ
を
き
て 
菊
は
花
ち
ま
か
き
の
き
く
は
る
世
に
し
あ
ふ
か
も
ち
る
世
あ
り
と
も
 
か
は
る
な
よ
籬
に
ゝ
ほ
ふ
し
ら
の
き
く
の
は
な
に
み
る
菊
の 
露
へ
た
て
な
く
○
契
はる
行
ゑ
は 
 
々
々
恨 
色
み
え
し
れ
か
し
な
よ
菊
の
下
ふ
ち
と
な
り
ゆ
く
露
そ
れ
な
ら
て
淵
と
な
る 
ふ露
ち
を
こ
ゝ
ろ
に
つ
も
る
う
ら
み
をは 
霜
ま
よ
ふ
菊
も
わ
り
う
ら
め
し
な
し
う
つ人心
り
ゆ
く 
心
の
花
の
う
ら
み
あ
る
身
は
」 
 
（
以
下
、
文
字
上
に
ま
ば
ら
に
斜
線
を
引
く
。
抹
消
の
た
め
か
） 
 
々
々
旅 
草
枕
秋
の
き
く
露
の
や
と
り
も
故
郷
の
に
み
る
色
も 
秋
を
へ
た
て
ぬ
花
花
は
都
の
庭
に
か
は
ら
ぬ
の
し
ら
菊 
お
き
出
る
名
残
露
け
や
と
り
け
る
の
は
さ
く
菊
の
一
も
と
に
し
さ
く
菊
の 
み
な
か
ら
に
ほ
ふ
草
枕
か
な 
や
と
り
と
る
草
の
枕
も
さ
く
き
く
の
き
く
の
花 
一
も
と
ゆ
へ
に
ゝ
ほ
ふ
野
へ
か
な 
 
々
々
祝 
君
そ
み
ん
け
ふ
九
重
に
う
つ
し
う
へ
て 
山
路
の
き
く
を
雲
井
は
る
か
に 
吹
上
秋
風
も
や
真
砂
を
君
か
代
の
数
に 
菊
も
ち
き
り
て
に
ほ
ふ
浜
風 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
秋
を
か
そ
へ
ん
吹
上
の
き
く
に
契
る
行
末 
［
二
九
］ 
 
山
初
秋 
風
の
音
の
ま
つ
ひ
や
ゝ
か
に 
を
と
は
山
ま
た
入
た
ゝ
ぬ 
秋
の
色
か
な 
末
つ
ゐ
に
さ
そ
は
ん
も
う
し 
山
の
名
の
青
葉
の
木
々
の 
秋
の
初
風 
 
霧
間
草
花 
木
の
間
も
る
月
にや
＼
な
ら
ひふ
て 
菊
に
分
入
末
も
ま
よ
は
し 
は 
み
き
り
の 
む
か
ふ
ま
か
き
に 
む
す
ふ 
た
の
む 
る
て
ふ 
し
ら
き
く
の 
ゆ
へ
の 
は
ま 
中
は 
露 
一
も
と
に
ほ
ふ
野
へ
の
か
り
ふ
し 
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霧
ま
よ
ふ
秋
の
＼
花
野
のは 
心
つ
く
し
はか 
隔
つ
れ
とか
あ
ら
は
れ
か
つ
あ
ら
は
る
ゝ
初
る
」 
花
の
色
に
絶
間
は
み
ゆ
る
し
る
き 
野
へ
の
秋
き
り 
［
三
〇
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
初
冬
時
雨 
雲
さ
そ
ふ
山
風
あ
ら
しく
今
朝
よ
り
は 
神
無
月
と
やそ
時
雨
き
ぬ
ら
に
け
る
ん 
 
河
上
落
葉 
木
か
ら
し
の
ま
な
く
ふ
み
ね
に
は
け
し
き
お
ろ
す
山
河
は 
紅
葉
を
は
し
に
わ
た
す
●
●
比
か
な
む 
立
田
川
な
か
れ
も
あ
ま
な
く
な
か
る
ゝ
へ
ぬ
紅
葉
は
は
風
の
わ 
た 
せ 
る
か
け
た
る
水
の
う
き
は
し 
 
残
菊 
吹
は
ら
ふ
嵐
やそ
み
ね
に
た
つ
た
川 
紅
葉
をの
は
し
にを
わ
た
す
比
か
な 
く
れ
な
ゐ
の
千
し
行
て
み
ん
ま
な
く
時
な
く
ほ
な
ら
な
ん
山
風
の 
紅
葉
を
な
か
す
末
の
河
な
み 
行
て
み
ん
道
と
を
く
と
も
紅
葉
々
の
ま
な
く
な
か
る
ゝ
水
の
水
上 
と
を
く
と
も
行
て
と
め
て
も
を
み
は
や
紅
葉
々
の
ま
な
く
な
か
る
ゝ
水
の
水
上 
 
残
菊 
つ
れ
な
く
も
残
れ
る
秋
の
菊
菊
の
色
な
れ
や
冬霜
か
れ
は
つ
る
草
の
籬
に 
色
も
香
も
猶
め
つ
ら
し
た
く
ひ
な
し
な
秋
よ
り
は
秋
な
き
時
の
岸
の
白
菊 
百
草
は
跡
な
き
庭
に
か
れ
つ
く
し
て
も
菊
ひ
と
り
残
れ
は
残
る
園
の
内
か
な 
霜
に
今
猶
め
つ
ら
し
き
菊
は
た
ゝ
秋
な
き
時
を
を
の
か
秋
か
も 
 
池
水
始
氷 
か
れ
は
て
ぬ
一
も
と
き
く
の
影
も
ま
た 
へ
た
て
す
こ
ほ
る
大
沢
の
池 
あ
つ
く
な
る
夜
を
や
か
さ
ね
ん
池
水
に 
そ
れ
か
と
は
か
り
む
す
ふ
氷
り
も 
○
ひ
と
り
す
む
を
の
か
友
と
や
水
と
り
の
」 
か
け
を
へ
た
て
ゝ
こ
ほ
る
池
水 
 
野
寒
草 
嶺
のは
雪
ふ
り
つ
む
な
ら
し
や
た
の
野
は 
あ
さ
ち
も
さ
む
く
か
れ
わ
た
る
は
つ
る
比 
か
き
り
あ
ら
ち
山
な
く
嶺
に
は
の
し
ら
雪
の
つ
も
る
ら
し 
や
た
の
ゝ
あ
さ
ち
わ
た
る
か
れ
は
つ
る
比 
 
暁
霜 
月
は
は
や
空
に
光
お
さ
ま
る
有
明
に
後
ま
て
も
し
ろ
き
はや
霜
の
真
砂
成
け
り
ら
ん 
 
冬
月 
く
ま
も
な
く
は
る
ゝ
●
の
こ
す
ゑ
花
紅
葉
分
し
は
夢
か
冬
の
よ
の
月 
花
紅
葉
分
し
は
夢
か
く
もま
な
く
お
な
し
梢
に
月
を
み
る
哉 
 
山
家
冬
朝 
木
か
ら
し
の
み
ね
に
た
つ
た
の
河
波
は 
尋
み
ん 
ゆ
か
は
や
な 
く
る
ゝ
と
も 
／
れ
ぬ 
 
 
 
 
し
色
も
さ
む
け
き 
そ
し
る
き 
も
る
ら
し 
雪
ふ
か
く 
 
 
 
 
 
あ
ら
ち
の
み
ね
に 
＼
秋
き
り
を
も
る
＼
ゝ
千
種
 
て
●
●
 
そ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し 
末
の
河
な
み
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た
き
添
て
煙
そに
む
せ
ふ
明
ほ
山
か
け
や
の
や
霜
も
は
朝
霜
し
め
る
ら
は
ぬ
山松
の
下
柴 
折
た
く
もを
先
さ
む
し 
と 
や 
今 
朝 
の 
朝 
け
か
ら
し
朝
あ
け
の
霜
う
ち
は
ら
ふ
山
の
下
柴 
 
冬
夜
恋 
い
か
て
身われ
の
ひ
と
り
は
ね
な
む
水
と
り
池
の
を
し
も
も
つ
か
ひ
は
な
れ
す
な
る
ゝ
霜
夜
を 
 
冬
祝 
此
比
の
霜
に
も
た
へ
て
み
と
り
な
る
松
と
竹
と
は
千
世
の
か
け
か
も 
君
か
代
に
山
と
な
る
へ
き
ち
り
ひ
ち
も 
さ
そ
な
と
見
よす
や
雪
の
つ
も
る
を 
［
三
一
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
三
月
三
日 
暮
や
ら
ぬ
花
の
光
に 
三
月
の
影
さ
へ
に
ほ
ふ 
桃
の
し
た
陰 
今
も
世
に
名
の
み
な
か
れ
て 
け
ふ
と
い
へ
は
心
に
う
か
ふ 
花
の
さ
か
つ
き 
 
月
下
虫 
あ
さ
ち
は
ら
う
ら
か
れ
も
な
き 
月
影
の
霜
さ
む
か
ら
ぬ 
虫
の
こ
ゑ
〳
〵 
出
ぬ
ま
は 
三
月
三
日 
月
下
虫 
羇
中
恋
」 
今
も
世
に
名
の
み
な
か
れ
て
け
ふ
と
い
へ
は 
こ
ゝ
ろ
に
う
か
ふ
桃
の
さ
か
月 
あ
さ
ち
は
ら
う
ら
か
れ
し
ら
て
月
影
の 
霜
さ
む
か
ら
ぬ
虫
の
こ
ゑ
〳
〵 
た
ひ
衣
い
く
う
み
山
を
こ
え
き
て
も 
心
へ
た
て
ぬ
中
は
か
は
ら
し 
［
三
二
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
菊
映
月 
に
ほ
へ
猶
空
行
月
もの
色
そ
へ
て 
ち
ら
す
光
をも
花
の
し
ら
菊 
長
月
の
月
は
ま
つ
名
に
お
ふ
影
も
今
宵
ま
つ
あ
ら
は
し
て 
菊
に
あ
ら
は
す
月
の
色
今
宵
の
き
く
の
花
に
う
つ
ろ
ふ
か
な 
 
菊
帯
露 
置
と
め
て
露
さ
へ
菊
の
花
宮
の
内
は
あ
ら
し
も
よ
そ
に
き
く
の
露
の
上
に 
ち
る
と
い
ふ
こ
と
を
し
ら
す
か
ほ
な
る 
さ
く
花
は
此
は
ち
ら
す
な
よ
花
の
か
き
り
と
な
ま
て
と
菊
の
上
に 
め
く
み
の
露
も
あ
つ
き
色
の
を
も
く
み
え
て
も
か
な 
 
菊
似
霜 
た
へ
て
い
か
に 
た
へ
て
よ
も 
よ
そ
に
み
て
な
き
あ
か
せ
と
や
池
の
を
し
も 
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に
ほ
ふ
よ
り
花
に
わ
か
る
を
あ
ら
は
す
ゝ
白
菊
や 
し
み
つ
く
色
の
霜
と
み
え
に
ま
か
へ
と
て
も 
日
影
さ
す
か
き
ね
に
と
く
る
色
な
き
は 
花
を
忘
る
ゝ
霜
の
し
ら
菊 
 
山
路
菊 
咲
に
ほ
ふ
菊
の
山
路
よ
仙
人
の 
す
み
か
と
い
ふ
も
こ
ゝ
に
や
有
ら
ん 
山
風
に
つ
き
ぬ
匂
ひ
を
し
ほ
り
に
て 
き
く
に
分
入
末
も
ま
よ
は
し 
 
河
辺
菊 
散
つ
も
る
露
は
さ
な
か
ら
き
く
の
花
」 
下
行
川
此
谷
川
の
水
の
水
か
み 
 
寄
菊
契 
た
の
め
を
く
末
を
か
は
る
な
う
へ
て
み
る 
菊
は
花
ち
る
世
に
し
あ
ふ
と
も 
か
は
る
な
よ
む
か
ふ
籬
に
さ
く
み
る
き
く
の 
露
も
へ
た
て
す
契
る
行
へ
た
て
な
く
む
す
ふ
契
り
は
ゑ
は 
 
々
々
恨 
う
つ
ろ
ふ
はを
霜
を
き
ま
よ
ふ
菊
な
ら
て 
人
の
心
に
み
る
も
う
ら
め
し 
し
る
や
い
れ
か
し
な
か
に
ふ
ち
と
成
ゆ
く
白
菊
の 
露
を
こ
ゝ
ろ
に
つ
も
る
恨
み
は 
 
々
々
旅 
さ
く
花きく
は
か
り
ね
の
野
露
の
や
と
り
も
へ
も
故
郷
の 
秋
を
へ
た
て
す
に
ほ
ふ
白
菊
ぬ
か
に
ゝ
ほ
ふ
ら
ん 
や
と
り
と
る
野
は
さ
く
菊
の
一
も
と
に 
み
な
か
ら
に
に
ほ
ひ
わ
か
れ
ぬ
ほ
ふ
草
枕
哉 
 
々
々
祝 
吹
上
浜
風
も
や
真
砂
を
君
か
世
の
か
す
に 
契
り
て
菊
も
に
ほ
ふ
吹
上
の
き
く
や
秋
を
か
そ
へ
ん
浜
風 
君
そ
み
ん
山
路
の
菊
け
ふ
九
重
に
も
う
つ
し
う
へ
て 
け
ふ
九
重
山
路
の
き
く
を
の
雲
ゐ
は
る
か
に 
［
三
三
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
花 
名
残
な
く
な
み
木
の 
さ
く
ら
ち
り
ゆ
け
と
御
は
し
の
花
の 
猶
さ
か
り
な
る 
朝
た
つ
も
夕
ゐ
る
雲
も 
そ
の
ま
ゝ
に
こ
り
ゐ
る
嶺
は 
花
さ
か
り
か
も 
 
氷 
池
ひ
ろ
水
の
み
み
き
は
も
と
を
す
く
な
く
く 
こ
ほ
る
也
今
い
く
よ
あ
ら
は 
か
け
ひ
た
す
山
は
あ
ら
し
の 
大
井
川
う
つ
れ
る
山
の 
 
 
 
 
 
 
に 
つ
ら
き
名
も
汀
の
菊
の 
し
ら
て
に
ほ
へ
る 
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と
ち
や
は
て
ま 
し
な
ん 
立
か
へ
り
こ
ほ
る
そ
は
や
き 
春谷
風
に
と
け
し
は
ち
ぬ
る
春
の
か
き 
水
の
し
ら
波 
［
三
四
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
顕
恋
聖
廟
御
法
楽
 
思
ひ
と
け
は
せ
め
て
う
き
身
を 
わ
か
う
へ
にはヽ
お
も
へふヽ
はにヽ
せ
め
て
よ
し
や
身
の 
な
く
さ
むめつ
や
く
も
り
な
く
て
も 
名
に
は
た
つ
世
を 
か
き
り
あ
れ
は
松
を
心
の 
袖
の
上色
も
し
く
る
ゝ
木
々
の 
い秋
ろ
に
成
ゆ
く 
色
に
出
る
涙
し
る
や
袖
色
に
い
つ
れ
と
の
袖
よ 
時
雨
ゆ
く
秋
の
木
の
は
ゝ 
誰人の
か
と
か
め
しぬ 
［
三
五
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
遅
日 
花
を
み
か
す
〳
〵
を
て
筆
に
ま
か
す
る
こ
と
の
葉
の 
つ
も
る
に
長
き
○春
日
ヽ影
を
そ
し
る 
 
雲
雀 
吹
の
ほ
る
風
の
木
の
葉
の
色
な
面
影
れ
や 
声
さ
へ
そ
ら
に
か
す
む
た 
か 
き
ひ
は
り
は 
 
漁
舟 
こ
き
出
る
礒
の
み
る
め
も
か
り
と
る
め
か
れ
せ
て
や 
い
と
ま
な
き
身てヽ
よふヽ
あ
ま
の
釣
舟 
 
窓
梅 
し
ら
み
ゆ
く
さ
く
花
を
ち
ら
さ
ぬ
ひ
ま
よ
り
風
の
さ
そ
ひ
き
て 
梅
か
ゝ
に
ほ
ふ
窓
の
明
ほ
の 
 
郭
公
稀 
里
な
れ
ぬ
比
に
か
へはヽ
り
て
ほ
と
ゝ
き
す 
日
か
す
ふ
る
を
ち
か
へ
る
音
の
よ
り
と
を
さ
か
り
ゆ
く 
 
寄
鳥
恋 
へ
た
て
あ
る
思
ひ
なはヽ
らしヽ
はらヽ
てすヽ
山
と
り
の 
し
た
り
お
な
か
き
契
り
と
も
か
な 
 
夏
山 
春
秋
の
○
に
し
木
々
の
き
のも
木
々
も
時
し
あ
夏
き
て
は
れ
は 
み
と
り
に
な
ひ
く
四
方
の
山
の
は 
 
夏
鳥 
月
の
た
め
あ
け
て
更
ゆ
く
真
木
の
戸
は 
た
ゝ
く
水
鶏
のをヽ
人
に
ま
きかヽ
れはヽ
ぬ 
 
夏
恋
」 
お
も
ふ 
 
ま
こ
と
は
せ
め
て 
せ
め
て
わ
か
お
も
ふ
ま
こ
と
は
よ
し
や
身
の 
し
れ
は 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
き
身
も
せ
め
て 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 24 
せ
め
て
身
の
思
ひ
も
も
れ
よ
う
ち
い
て
ゝ 
も
ゆ
る
蛍
は
人
にもヽ
し
る
な
り
れ
つ
ゝ
 
 
夏
草 
生
そ
ふ
は
茂
り
合
た
る
わ
か
み
と
り
に
て
夏
野
に
も 
春
を
忘
れ
ぬ
草
の
色
か
な 
 
聞
恋 
み
る
人
何
と
な
く
の
か
た
る
言
葉
を
ヽ 
 
ヽ 
 
ヽ 
 
ヽ 
 
ヽ
た
よ
り
に
て 
先
面
影
の
立
や
そ
ふ
ら
ん 
 
懐
旧 
く
れ
竹
の
す
く
な
る
○道
を
ヽ猶
忍
ふ
な
り 
程
は
雲
ゐ
の
す
き
し
と
を
き
昔
も
代
々
を
も 
 
尺
教 
あ
ふ
け
猶
後
の
世
か
け
て
を
し
ふ
る
は 
御
法
の
道
の
外
に
や
は
あ
る 
 
［
三
六
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
荻
近
枕 
余
分
も
入
候
は
此
分
可
然
候 
さ
ひ
し
さ
は
夕
も
あ
れ
と 
夢
さ
む
る
枕
に
か
よ
の
こ
る
ふ 
荻
の
上
風 
＼
軒
ち
か
あ
け
を
ま
ち
み
さ
め
ゆ
お
と
ろ
く
く
夢
の 
ま
く
ら
に
は
荻
ふ
く
風
や 
鳥
の
初
声 
 
社
頭
榊 
＼
今
朝
の
宮
の
中
の
あ
さ
け
此
神
垣
猶も 
白
妙
に
ゆ
ふ
か
け
わ
た
す 
霜
の
榊
葉 
宮
人
も＼の
か
を
か
く
は
し
み 
神
垣
に
な
ひ
く
榊
を 
お
り
や
か
さ
ゝ
む 
 
 
頓
而
還
幸
之
沙
汰
候
間
、 
 
 
其
御
心
得
可
被
成
由
、
可
令
申
給
候
。
」 
 
朝
菫 
 
兵
部
卿
宮 
野
へ
に
け
さ
む
ら
さ
き
ふ
か
く
さ
く
色
も 
あ
か
ぬ
す
み
れ
の
花
や
つ
ま
ゝ
し
＼
ま
つ
こ
そ
は
つ
め
 
 
 
 
昨
夜
者
御
賢
慮
畏
存
候
。
其
節
之 
 
 
詠
草
、
先
存
寄
書
付
候
間
、
入
御
覧
候
。 
 
 
宜
御
添
削
希
存
候
。
已
上 
 
 
 
正
月
十
八
日 
 
 
 
 
 
公
福 
 
 
中
院
殿 
ヽ
 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
に
た 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
咲
ヽま
ヽし
ヽる
ヽ芝
ヽ生
ヽの
ヽす
ヽみ
ヽれ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
聞
ヽか
ヽら
に 
す
み
れ 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
み
ち
の
ゆ
く
手
に
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【
資
料
番
号 
八
四
五
】 
［
一
］ 
寛
永
十
六
五
十
七 
禁
中 
御
月
次 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
夏
暁
月 
＼
秋
と
て
も
＼
の
夜
も
限
は
あ
れ
と 
ま
ち
い
て
ゝ
程
な
く
し
ら
む 
月
は
う
ら
め
し
を
し
そ
お
も
ふ
 
夜
の
雲
残
ら
ぬ
月
も
き
え
つ
く
し
て
も 
明
や
す
き
恨
は
は
れ
ぬ 
し
の
ゝ
め
の
空月 
 
杜
夏
草 
＼
木
ふ
か
く
て
あ
つ
き
日
影
を 
へ
た
つ
れ
は
＼
露雫
も
か
は
か
ぬ 
森
の
下
草 
露
し
つ
く
森
の
下
草
」 
し
け
る
よ
り
木
々
の
み
と
り
のも 
わ
か
ぬ
色
に
か
は
ら
ぬ
色
か
な 
 
古
渡
雨 
＼
立
よ
ら
む
や
と
り
し
あ
ら
は 
降
雨
を
さ
の
ゝ
渡
に 
さ
の
い
ま
も
み
い
と
は
し 
か
き
く
波
の
音
に
も
り
雨
も
わ
り
な
は
ま
き
れ
す
く 
降
く
る
や
行
末
い
そ
く
れ
て
さ
ひ
し
き
く 
よ宇
と治
の
わ
た
り
に 
行
末
を
猶
い
そ
く
な
り 
か
き
く
も
り
降
く
る
雨
のを 
宇
治
の
わ
た
り
はに 
［
二
］ 
寛
永
十
六
五
八 
仙
洞 
御
当
座 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教上 
 
雨
中
早
苗 
＼
ふ
し
た
つ
と
此
一
む
ら
は 
五
月
雨
の
晴
間
も
ま
た
て 
早
苗
を
そ
と
る 
山
川
の
あ
さ
き
な
か
れ
を 
●
●
は
雨
を
ま
ち
え
て 
さ
な
へ
と
る
也 
 
俄
初
逢
恋 
お
も
ひ
よ
ら
ぬ
え
に
し
有
よ
り 
か
な
ら
す
と
末
を
ち
き
る
は 
世
に
さ
た
め
な
き 
＼
此
ゆ
ふ
へ
此
哥
院
御
定
也
た
の
み
そ
め
て
も 
前
の
世
の
ち
き
り
は
し
ら
ぬむヽ 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽ
ヽ
ヽ
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夜
は
の
手
枕 
［
三
］ 
寛
永
十
六
三
廿
四
日 
公
宴
御
当
座 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
窓
梅 
＼
し
ら
み
ゆ
く
ひ
ま
ひ
ま
し
ら
む
光
と
ゝ
も
に
よ
り
風
の 
さ
そ
ひ
き
て
梅
か
に
ほ
ふ
な
り
夜
の
ま
に
さ
け
る
ゝ
に
ほ
ふ 
窓
の
＼
明
ほ
梅
か
ゝ
の 
雪
の
色
に
と
ち
た
る
方
は 
さ
く
梅
の
匂
ひ
も
さ
む
き 
窓
の
内
か
な 
春
来
て
も
雪
に
と
ち
た
る 
山
ま
と
は
さ
く
梅
か
ゝ
の 
に
ほ
ふ
寒
け
さ 
 
郭
公
稀 
＼
里
な
れ
ぬ
比
に
か
へはヽ
り
て
」 
ほ
と
ゝ
き
す
日
か
す
ふ
る
お
ち
か
へ
る
音
の
よ
り 
と
を
さ
か
り
ゆ
く 
立
帰
り
今
は
は
や
な
き
ふ
る
し
つ
く
し
て
や
て
し 
声
を
立
か
へ
り
又
忍
ふ
に
ゝ
た
る 
ほ
と
ゝ
き
す
か
な 
 
寄
鳥
恋 
＼
へ
た
て
あ
る
思
ひ
は
し
ら
す 
山
と
り
の
し
た
り
お
長
き 
契
り
と
も
か
な 
霄
の
ま
は
忍
ひ
や
す
ふ
ゆ
へ
そ
と
る
と 
つ
ら
き
名
に
中
〳
〵
に
鳥
の
な
く
ね
も
立
な
る
鳥
の 
声
も
ま
た
る
ゝ
ま
た
れ
ま
た
る
ゝ
 
［
四
］ 
寛
永
十
六
十 
院
御
方 
御
夢
想
之
御
法
楽 
御
夢
想
之
哥 
さ
く
菊
の
山
路
は
人
に
め
か
れ
せ
ぬ 
 
下
句
は
院
ツ
ケ
サ
セ
給 
さ
か
り
も
千
世
の
秋
を
契
り
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
待よ
恋 
よ
し
や
猶
さ
ら
は
更
過
る
と
も 
と
へ
か
し
な
つ
ら
＼
さ
を
人
き
う
ら
み
を
に 
せ
め
て
か
こ
た
む
＼
は
る
け
ん
 
＼
よ
ゐ
の
ま
は
忍
ひ
も
やそ
す
る 
＼
契
り
し
に
か
は
る
つ
ら
さ
は 
更
て
し
ら
れ
ん 
夜
を
へ
て
も
人
は
つ
れ
な
き 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
さ
く
花
を
ち
ら
さ
ぬ 
程
に
さ
く 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
な
ら
は
て 
ヽ
 
う
ら
み 
に
契
り
を
き
し
は 
い
つ
は
り
の
人
の
契
り
は 
ヽに 
ヽも
ヽよ
ヽし
ヽや 
ヽく 
ヽ末
ヽを
ヽた
ヽの
ヽま
ヽん 
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真
木
の
戸
に
ま
た
れ
ぬ
月
の 
影
そ
さ
し
入 
［
五
］ 
寛
永
十
五
十
一
廿
四 
禁
御
月
次
御
当
座 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
春
欲
暮 
＼
と
し
〳
〵
に
か
へ
ら
す
は
＼
立
か
へ
ら
す
は
猶 
つ
れ
な
し
と
＼
な
く
も
春
の
く
る
ゝ
を 
世
に
＼
猶
や
や
う
ら
み
む 
か
ひ
な
し
や
今
い
く
か
あ
り
と 
か
そ
へ
つ
ゝ
残
り
す
く
な
き 
春
を
し
た
ふ
は 
 
 
哥
定
候
。
猶
同
字
等
可
有
吟
味
也
。 
 
 
も
し
余
分
入
候
者
、
奥
ノ
ヲ
其
ま
ゝ 
 
 
可
被
用
候
也
。 
［
六
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
野
春
雨 
＼
み
と
り
そ
ふ
都
の
ゝ
へ
の 
雨
の
う
ち
や
深
山
の
松
も 
雪
ま
み
ゆ
ら
え
な
ん
し＼ん 
つ
れ
も
な
き
花
も
や
さ
か
ん 
き
の
ふ
け
ふ
ふ
る
野
の
雨
の 
あ
す
も
晴
す
は 
 
田
家
路 
＼
時
は
今
と
し
る
や
門
田
に 
せ
く
賤
も
な
は
し
ろ
水
の 
道
し
あ
る
世
を 
＼
歟
守
人
里
の
往
来
そ
さ
す
か
し 
け 
き
」 
絶
や
秋
の
田
を
ら
ぬ
か
り
残
す
田
と
る
比
の
の 
あ
せ
の
ほ
そ
道
か
よ
ひ
ち 
 
順
集 
 
五
月
五
日
庭
に
馬
を
ひ
か
せ
て
み
る 
●
か
こ
ま
の
と
さ
も
み
る
へ
く
あ
や
め
草
ひ
か
ぬ
さ
き
に
そ本ノ
マ
ヽ 
 
［
七
］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
池
藤 
紫
の
色
し
ら
む
よ
り 
と
し
〳
〵
に
ふ
ち
な
み
ま
さ
る 
庭
の
池
水 
［
八
］ 
寛
永
廿
一
三
月
廿
四 
公
宴
月
次 
出
題
飛
鳥
井
相
公
。
和
哥
奉
行
之
事
、
先
月 
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被
仰
出
、
再
三
御
理
雖
申
入
、
不
被
免
、
以
中
院 
大
納
言
通
村
卿
被
仰
出
了
。
依
当
月
ヨ
リ
、
予 
令
沙
汰
了
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
池
藤 
＼
春
の
う
ち
は
し
ゐ
て
も
ま
た
し 
ほ
と
ゝ
き
す
い
つ
か
と
い
ひ
ま
ち
歟
し 
花
は
さ
き
け
り 
末
ひ
た
す
浪
の
あ
や
に
も 
お
る
袖
の
お
な
し
色
み
る 
池
の
藤
か
え 
さ
く
花
の
陰
さ
す
舟
の 
あ
け
の
色
を
う
は
ひ
て
に
ほ
ふ 
池
の
藤
波 
 
暮
春 
＼
残
る
色
も
あ
り
あ
け
の
月
の 
山
の
は
に
跡
な
き
花
や
」 
夢
の
面
か
け 
行
春
く
れ
ゆ
く
を
お
し
む
は心
か
り
は 
わ
れ
人
に
を
と
ら
ん
と
思やは
ふ 
恨
み
や
は
春
の
お
も
は
ん
あ
る 
 
待
恋 
＼
月
は
さ
そ
待
ら
ん
人
の 
よ
ひ
〳
〵
に
を
し
は
か
る
へ
き
り 
て 
も
 
心
も
と
は
し
と
や
な
き
お
も
ふ
歟 
さ
夜
更
て
時
よ
く
成
ぬ 
と
は
か
り
をは
し
の
は
ん
方
に 
つ
け
も
や
ら
は
や 
［
九
］ 
寛
永
廿
一
二
月
十
三
日
夜 
当
座
十
首 
侍
従
為
稽
古
也
。
予
出
題
。 
  
霞
萩
氷 
降
つ
消
あ
へ
ぬ
み
し
雪
の
高
根
の 
あ
さ
く
も
り
春
と
は
か
り
に 
立
か
す
み
か
なも 
た
つ
田
姫
先
を
り
い
た
す 
一
む
ら
の
秋
の
に
し
き
は 
庭
の
萩
原 
秋
の
に
し
き
を
り
い
た
す
ら
し
し 
て 
や
 
た
つ
た
姫
ま
つ
一
む
ら
の 
庭
の
真
萩
に 
風
さ
ゆ
る
小
川
の
な
か
れ
行
駒
の 
の
へ 
を
の 
や
と 
 
朝
さ
え
む
● 
 
 
さ
え
く
る
ゝ 
 
●
●
の
水
き
は 
 
 
 
 
 
 
の
る 
に
な
く
な
ら
ひ
も
あ
れ
な 
 
 
 
 
＼
も
な
か
は
や
ま
た
ん 
む
き
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く
た
く
あ
と
よ
り
又
こ
ほ
り
つ
ゝ
ゆ
く
 
［
一
〇
］ 
寛
永
十
八
々
廿
五
日
、
陽
明
前
殿
夢
想
法
楽
如
例
。 
中
院
亜
相
令
談
合
清
書
了
。
奥
哥
直
者 
予
付
之
、
被
申
所
者
亜
相
也
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
見う
花 
＼
う
つ
し
う
へ
て
春
の
さ
か
り
は 
み
て
も
又
々
も
み
き
り
の 
花
に
な
れ
ゆ
く 
う
つ
る
な
よ
と
は
か
り
契
る 
ヽそ
ヽの
ほ
か
に
物
又
や
は
思
ふ 
花
に
む
か
ひ
て
」 
 
新れ
秋
露 
 
 
 
通
村 
黎
民
の
う
く
る
め
く
み
も
秋
の
く
る 
門
田
の
稲
の
露
や
み
す
ら
ん 
例
よ
り
も
袖
そ
涼
し
き
お
き
出
る 
此
朝
露
には
秋
や
き
ぬ
を
し
ら
せ
て
ら
ん 
［
一
一
］ 
寛
永
十
八
七
七
公
宴 
出
題
飛
鳥
井
三
位
雅
章
。 
愚
詠
中
院
亜
相
ニ
談
合
○処
則
被
定
。
奥
之
哥
、
広
橋
大
納
言
ニ
兼
賢 
遣
了
。
此
中
所
労
之
故
思
案
難
成
由
ニ
而
、
内
々
被
望
、
使
則 
息
之
弁
也
。
則
今
日
院
参
之
道
ニ
ヨ
リ
テ
彼
亭
へ
罷
出
、
此 
詠
草
ヲ
令
見
処
、
勿
論
所
遣
之
愚
哥
、
端
二
首
共 
被
写
留
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
七
夕
瑶
琴 
＼
け
ふ
さ
ら
に
聞
し
に
も
あ
ら
ぬ 
琴
の
音
は
ほ
し
の
手
向
に 
ね
を
つ
く
す
ら
む 
糸
竹
の
け
ふ
の
手
向
は 
琴
の
ね
に
こ
と
み
な
つ
き
ぬ 
星
合
の
空 
ほ
し
あ
ひ
の
夜
を
待
い
て
ゝ
広
橋
大
納
言
兼
賢
卿
依
所
望
遣
之
 
ひ
く
琴
の
し
ら
へ
に
か
よ
ふ 
天
の
河
か
せ 
［
一
二
］ 
寛
永
十
八
七
三
於
広
橋
右
中
弁
綏
光
亭
当
座 
予
并
日
野
西
光
氏
、
三
人
也
。
此
両
人
稽
古
ニ
被
読 
ト
テ
、
予
ヲ
モ
カ
タ
ラ
ハ
レ
テ
則
予
ニ
読
合
也
。
短
冊 
ニ
カ
ク
ニ
不
及
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
萩
露 
秋
の
色
は
ま
た
入
た
ゝ
ぬ 
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真
は
き
原
露
ふ
か
ゝ
れ
や 
花
に
咲
け
り 
枝
な
か
ら
よ
し
や
み
よ
と
は 
い
か
に
そ
と
と
る
手
に
も
ろ
き 
萩
の
う
へ
の
露 
 
忍
恋 
く
ち
ゆ
く
や
谷
の
埋
木 
そ
れ
な
ら
て
涙
の
袖
も 
人
に
し
ら
れ
す 
つ
た
へ
て
も
ち
ら
は
い
か
に
と
」 
ま
よ
ふ
こ
そ
忍
ふ
あ
ま
り
に 
露
の
こ
と
の
葉 
［
一
三
］ 
寛
永
十
八
二
十
七
公
宴
御
月
次 
竹
門
良
恕
談
合
申
了
。 
中
院
大
納
言
通
村
同
端
被
定
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
連
峯
霞 
＼
朝
夕
の
春
の
霞
よ 
へ
た
て
ゆ
く
峯
は
い
く
へ
の 
限
り
あ
り
て
も
＼
こ
そ
あ
れ
 
嶺
つ
ゝ
き
こ
え
行
雲
も 
春
き
て
は
そ
な
た
の
山
と 
み
え
て
か
す
め
る 
 
春
夕
雨 
＼
秋
を
ゝ
き
て
露
け
き
袖
よ 
つ
れ
〳
〵
の
な
か
め
に
く
る
ゝ 
春
の
夕
は 
鐘
の
音
は
を
く
れ
に
け
り
な 
ま
た
き
よ
り
雨
に
く
れ
ぬ
る
」 
春
の
夕
は 
 
咎
言
恋 
＼
聞
し
ら
て
か
く
と
か
め
す
は 
か
ひ
も
あ
ら
し
恨
み
を
人
に 
い
ひ
か
す
め
て
も 
何
な
ら
ぬ
こ
と
葉
の
末
を 
さ
し
も
や
は
思
ふ
か
中
は 
き
ゝ
も
と
か
めむる
し 
［
一
四
］ 
寛
永
十
八
二
公
宴
御
月
次 
中
院
大
納
言
談
合 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
連
峯
霞 
＼
朝
夕
の
春
の
か
す
み
よ 
へ
た
て
ゆ
く
嶺
は
い
く
へ
の 
か
き
り
あ
り
＼
け
りて
も 
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峯
つ
ゝ
き
こ
え
ゆ
く
雲
も 
春
き
て
は
そ
な
た
の
山
と 
み
え
て
か
す
め
る 
 
春
夕
雨 
＼
秋
も
あ
れ
＼
を
ゝ
き
て
と
露
け
き
袖
よ 
つ
れ
〳
〵
の
な
か
め
に
く
る
ゝ 
春
の
夕
は 
鐘
の
音
は
を
く
れ
に
け
り
な 
ま
た
き
よ
り
雨
に
く
れ
ぬ
る
」 
春
の
ゆ
ふ
へ
は 
 
咎
言
恋 
＼
聞
し
ら
て
か
く
と
か
め
す
は 
か
ひ
も
あ
ら
し
恨
み
を
人
に 
い
ひ
か
す
め
て
も 
何
な
ら
ぬ
こ
と
葉
の
末
を 
さ
し
も
や
は
思
ふ
か
中
は 
聞
も
と
か
め
し 
わ
り
な
く
も
聞
と
か
む
る
や 
あ
ら
ぬ
事
に
い
ひ
ま
か
へ
た
る 
と
は
す
か
た
り
を 
［
一
五
］ 
寛
永
十
八
正
廿
五
於
曼
殊
院
宮
良
恕
当
座
、
予 
始
而
出
座
、
依
端
哥
寄
祝
義
読
了
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
款
冬 
＼
春
も
く
る
ゝ
名
残
を
と
ひ
て 
此
宿
に
い
く
世
か
も
み
む 
山
吹
の
は
な 
越
ゆ
か
は
か
ひ
も
あ
ら
し
と 
夕
く
れ
の
春
の
ま
か
き
や 
山
ふ
き
の
花 
 
羇
旅 
＼
お
さ
ま
れ
る
世
に
は
い
な
か
の 
野
も
山
も
都
に
お
な
し 
往
来
と
を
し
れ 
鳥
か
音
も
聞
し
物
か
は
」 
草
枕
ふ
る
郷
と
を
く 
お
き
出
る
空 
［
一
六
］ 
寛
永
十
七
十
一
月
廿
五
日
家
ニ
テ 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
禁
庭
雪 
冬
き
て
さ
む
み
は
雪
こ
そ
花
と
ち
り
か
ゝ
る 
み
は
し
の
さ
く
ら
春
も
ま
た
れ
す 
 32 
 
故
郷
々 
故
郷
は
ち
り
し
く
ま
ゝ
＼
よ
＼
あ
ら
し
の
ほ
か
は
に
落
葉
＼
木
の
を
も 
は
ら
は
ぬ
う
へ
に
雪
の
つ
も
れ
る 
ま
ち
か
く
も
時
雨
あ
ら
れ
の
故
郷
に 
ふ
り
か
は
り
ぬ
る
雪
の
寒
け
さ 
昨
日
こ
そ
木
々
の
木
の
葉
は
ふ
る
さ
と
の 
う
つ
も
れ
か
は
る
今
朝
の
雪
哉をみ
る 
 
山
家
々 
稀
に
聞
都
の
つ
て
＼
人
を
松
に
き 
く
ふ
く 
あ
ら
し
も
＼
雪
に
た
え
て
の
音
も
う
つ
み
は
て
つ
ゝ
さ
ひ
し
き 
 
野
亭
々 
雪
に
今
く
ま
な
く
は
れ
て
残
り
け
り 
花
野
を
か
こ
ふ
秋
の
や
と
り
も 
雪
に
今
く
ま
な
か
り
け
り
秋
の
野
の 
千
く
さ
を
む
す
ふ
露
の
や
と
り
も 
 
社
頭
々 
住
吉
やの
神
しは
ま
も
れ
の
ね
か
ひ
を
も 
松
に
そ
か
く
る
雪
の
白
ゆ
ふ 
 
古
寺
々
」 
聞
な
れ
し
鐘
の
ひ
ゝ
き
＼
声
の
み
は
さ
す
か
な
を 
う
つ
も
れ
や
ら
ぬ
雪
の
ふ
る
寺 
 
雪
中
恋
人 
と
へ
か
し
と
ふ
り
つ
む
ま
ゝ
に
思
ひ
や
る 
心
の
道
は
雪
も
う
つ
ま
す 
 
々
々
述
懐 
 
老
ら
く
はを
よ
そ
に
聞みる
身
も
な
か
ら
へ
は 
ふ
り
ゆ
か
ま
し
と
雪
／
を
や
は
に
な
け
か
む
み
ぬ 
心
あ
る
は
昔
に
も
似
す
物
こ
と
の 
道
も
ふ
り
ぬ
と
雪
を
な
か
め
む 
 
々
々
遠
望 
わ
た
つ
う
み
る
か
う
ち
み
や
雪
を
の
せ
つ
ゝ
行
舟
はの 
お
き
つ
塩
あ
ひ
の
あ
は
と
み
え
け
き
え
ゆ
く
り 
 
々
々
旅
行 
駒
と
め
て
お
な
し
心
に
雪
の
内
は 
袖
う
ち
は
ら
ふ
旅
の
友
人 
［
一
七
］ 
寛
永
十
七
九
月
九
禁
裏
御
会 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
籬
菊
露
芳 
＼
け
ふ
む
す
ふ
露
の
ま
か
き
には 
千
世
も
へ
む
山
路
へ
た
を
こ
ゝ
に
て
す 
に
ほ
ふ
し
ら
菊 
け
ふ
と
い
へ
は
庭
も
籬
も 
さ
く
き
く
の
匂
ひ
を
ち
ら
す 
木
の
葉
と 
初
時
雨
し
く
れ
紅
葉
と
ゝ
も
に 
今
朝 
又
ふ
り
か
は
る 
＼
ふ
り
し
け
は 
雪
は
今
朝 
／
の
浪
か
け
ぬ
わ
か
身
も 
う
ら
と
を
く
雪
を
の
せ
た
る
と
も
舟
は ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
や
は
て
ん
 
あ
る
は
み
な
し
る
も
し
ら
ぬ
も
雪
と
の
み 
ふ
り
ゆ
か
ん
世
の
行
ゑ
を
そ
思
ふ 
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露
の
秋
か
せ 
［
一
八
］ 
寛
永
十
七
八 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
名
月 
い
つ
の
た
め
と
秋
の
な
か
は
の 
夜
を
か
け
て
月
の
桂
を 
雨
は
そ
む
ら
む 
＼
さ
す
か
又
ふ
る
は
晴
て
も 
あ
ま
雲
の
絶
間
は
さ
ら
に 
な
か
空
の
月 
［
一
九
］ 
寛
永
十
七
七
廿
四 
公
宴
御
当
座 
奉
行 
西
園
寺
大
納
言
、
藤
谷
宰
相
也
。
但
西
園
寺 
代
也
平
松
三
位
也
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
七
夕
雨 
け
ふ
の
雨
を
お
も
ふ
に 
天
の
川
水
を
あ
さ
瀬
に
な
れ
と 
せ
き
く
た
す
ら
ん 
天
川
か
へ
る
へ
き
瀬
を 
お
も
ふ
に
や
よ
り
水
ま
さ
れ●
と
て 
雨
は
ふ
る
ら
ん 
 
宵
野
径
月 
あ
く
か
れ
て
ゆ
く
〳
〵
月
の
宵
の
ま
と
う
か
れ
出
て
も
月
は
は
や
ふ
く
る
を
も 
お
ほ
え
す
●
●
更
る
野
へ
の
は
る
け
さ 
末
と
を
く
分
つ
く
し
て
も
長
き
よ
は 
か
た
ふ
き
は
て
ぬ
の
へ
の
月
影 
［
二
〇
］ 
寛
永
十
七
二
廿
一
日
○
夢
想
ア
ル
人
勧
進 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
花ほ
錦 
程
も
な
く
を
り
い
た
し
て
や 
さ
く
花
の
に
し
き
を
た
ゝ
む 
遠
近
の
山 
＼
ほ
の
か
に
も
花
の
錦
＼
をは 
た
ち
お
ほ
ふ
雲
も
霞
＼
雲
か
す
み
た
ち
へ
た
つ
れ
と
も 
は
れ
さ
ら
め
や
は 
 
田ま
家 
＼
待
え
て
や
思
ふ
＼
に
か
な
ま
ゝ
な
る
ふ 
秋
の
田
の
た
の
み
も
ふ
か
く 
も
る
庵
り
か
な
」 
ま
す
ら
お
か
も
る
声
〳
〵
も 
う
ち
な
ひ
き
稲
葉
に
か
よ
ふ 
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小
田
の
秋
風 
［
二
一
］ 
寛
永
十
六
十
一
廿
四 
公
宴
御
当
座
五
十
首 
出
題
飛
鳥
井
中
将 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
不
逢
恋 
つ
れ
な
き
は
わ
か
つ
ら
か
り
し 
む
く
ゐ
か
と
た
ゝ
前
の
世
の 
身
を
う
そ
ら
む
也る 
＼
物
こ
と
に
限
り
あ
る
世
の 
外
な
れ
や
思
ひ
よ
は
ら
ぬ 
人
の
つ
ら
さ
は 
 
難
忘
恋 
し
た
ふ
な
は
る
ゝ
る
身
を
う
ら
風
に 
吹
よ
せ
よ
人
わ
す
れ
貝 
ひ
ろ
ひ
初
て
む
な
ら
は
ん 
＼
忘
れ
す
よ
さ
す
か
見
な
れ
し 
面
か
け
の
立
そ
ふ
ま
ゝ
に 
心
よ
は
く
身
を
は
な
れ
な
て 
［
二
二
］ 
寛
永
十
六
十
一
十
七 
禁
裏
御
月
次 
出
題
飛
鳥
井
中
将 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
雪
中
残
雁 
＼
名
残
あ
り
て
春
か
へ
る
さ
を
い
そ
か
て
ゆ
き
し
も
い
そ
か
す 
行
雁
や
を
く
れ
て
雪
の 
空
に
き
＼
ぬ
ら
に
け
り
む 
故
郷
の
秋
を
見
す
て
ぬ 
雁
な
れ
や
を
く
れ
て
雪
の 
そ
ら
に
き
に
け
り 
冬
か
け
て
つ
ゐ
に
き
を
く
れ
し
雁
は
に
け
り 
秋
の
雁
か
へ
る
な
り
う
ち
ゝ
る
雪
を 
花
の
み
や
こ
に 
 
雪
埋
苔
径 
＼
苔
の
上
は
＼
春
み
し
野
も
え
出
し
草
の
へ
の 
面
か
け
に
ふ
む
跡
あ
を
き 
雪
の
か
よ
ひ
ち 
塵
も
な
く
み
え
て
玉
し
く
」 
雪
の
上
に
と
ふ
跡
つ
ら
き 
苔
の
か
よ
ひ
ち 
と
は
れ
ぬ
と
跡
な
き
苔
に 
み
え
て
う
き
う
ら
み
も
う
つ
む 
庭
の
し
ら
雪 
 
海
辺
松
雪 
さ
え
あ
れ
て
を
の
れ
吹
ま
く 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
お
し
ま
れ
て
歟
か
り
な
れ 
う
す
歟
＼
今
朝
の
し
ら
雪 
是
は 
あ
り
さ
う
に 
覚
候 
 35 
浦
か
せ
は
は
ら
へ
と
た
ま
ふ
か
ひ
な
き
る 
雪
の
松
松
の
雪
か
な
は
ら 
＼
住
の
え
の
松
に
つ
も
る
は 
沖
つ
な
み
か
け
て
か
へ
ら
ぬ 
色
の
雪
か
な 
よ
る
浪
の
か
へ
ら
ぬ
と
み
む 
梓
弓
い
そ
へ
の
松
に 
雪
の
つ
も
る
を 
＼
＼
影
み
え
て
つ
も
ら
ぬ
浪
も
ほ
の
〳
〵
と 
雪
よ
り
＼
し
ら
あ
く
る
む
う
き
島
の
松 
［
二
三
］ 
寛
永
十
七
六
月
廿
四 
禁
中
御
当
座 
 
 
墨
付
合
点
候
両
首
同
字
、
能
々 
 
 
 
可
有
御
覧
候
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
郭
公 
忍
し
の
ひ
音
は
初
の
事
に
て
候 
 
 
 
 
 
 
 
音
を
も
ら
さ
し
と
て
や 
鳴
い
つ
る
山
ほ
と
ゝ
き
す 
声
の
夜
ふ
か
さ 
と
し
〳
〵
に
い
か
に
や
な
く
と 
ほ
と
ゝ
き
す
又
め
つ
ら
し
き 
声
を
と
は
ゝ
や 
 
夏
月 
＼
名
に
た
ち
て
明
や
す
き
よ
の 
月
は
た
ゝ
光
＼
お
さ
ま
る
し 
ら 
め 
る
 
＼
空かけ
ま
て
＼
をも
み
ん 
涼
し
さ
も
み
る
程
な
さ
も
」 
一
と
せ
に
た
く
ひ
は
夏
の 
月
の
か
け
か
もな 
［
二
四
］ 
寛
永
十
六
六
廿
四 
公
宴
御
当
座 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
草
庵
月 
＼
む
ら
雨
の
す
く
る
跡
よ
り 
月
影
＼
のも
露
な
か
ら
あ
ら
は
す
る
も
る 
草
の
庵
哉 
さ
く
花
も
か
こ
ひ
な
し
つ
ゝ 
草
の
庵
は
月
を
友
な
る 
秋
の
よ
な
〳
〵 
 
時
雨
告
冬 
＼
し
た
ひ
え
ぬ
○
き
の
ふ
の
 
 
秋
は
秋
に
別
し
ヽ秋
ヽの 
う
き
雲
も
冬
を
し
ら
今
朝
は
し
く
れ
て
せ
て 
時
雨
き
ぬ
冬
そ
し
ら
る
ゝ
ら
ん 
晴
く
も
り
し
く
れ
〳
〵
て 
＼
よ
せ
ぬ
る 
か
ゝ
る 
＼
つ
も
り
け
り 
白
妙
に 
＼
し
た
へ
と
も
か
た
ら
ふ
夜
は
ゝ 
明
ほ
の
ゝ
山
ほ
と
ゝ
き
す 
鳴
て
い
る
也 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 
に 
聞
し
●
も
似
ぬ 
 36 
天
津
空
け
ふ
そ
冬
た
つ 
日
影
を
も
し
る 
 
河
氷
」 
＼
夜
を
へ
て
は
音
も
は
る
か
に 
こ
ほ
る
な
り
○
河
ち 
か 
き
風
さ
む
 
せ 
の
き 
水
の
し
ら
波 
つ
も
り
ぬ
る
お
ち
木 
の
葉
に
よ
と
む 
谷
川
の
ほ
そ
き
な
か
れ
そ 
ま
つ
氷
り
ゆ
く 
 
寄
杜
恋 
＼
色秋
ふ
か
に
な
る
き
森
の
梢
を 
心
に
て
つ
れ
な
き
中
のもヽ 
○ 猶
う
つ
り
行
ヽら
ヽん 
立
よ
れ
は
う
き
名
の
み
た
ゝ 
程
も
な
く
も
り
の
雫
に 
袖
そ
か
は
か
ぬ 
［
二
五
］ 
寛
永
十
六
五
廿
四 
公
宴
御
月
次
御
当
座 
出
題 
 
 
巻
頭
竹
門
新
宮 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
教 
 
三
月
三
日 
く
れ
や
ら
ぬ
花
の
光
に 
さ
か三ヽ
ヽ日
月
の
＼
影
さ
へ
に
に
ほ
ふ
も
あ
か
ぬ
ほ
ふ 
桃
の
し
た
水陰ヽ 
今
も
世
に
名
の
み
な
か
れ
て 
け
ふ
と
い
へ
は
心
に
う
か
ふ 
桃花ヽ
の
さ
か
月 
 
月
下
虫 
あ
さ
ち
は
ら
う
ら
か
れ
も
な
き 
月
影
の
霜
＼
さ
む
か
を
も
わ
ふ
る
ら
ぬ 
む
し
の
声
〳
〵 
出
ぬ
間
は
心
つ
く
し
てにヽ 
松
む
し
ものヽ
か
た
ふ
く
月
を 
又
う
ら
む
也 
 
羇
中
恋 
＼
分
ま
よ
ふ
野
山
の
露
／
のは
」 
か
は
く
ま
も
思
ひ
あ
る
に
は
な
き
身
の 
袖
そ
ひ
か
を
み
せ
は
や
た
き 
遠
さ
人
は
た
ゝ
か
る
都
を
し
たの
ふ 
涙心
よ
り
か
は
か
ぬ
袖
な
み
た
か
は
か
ぬ
と 
人
は
思
は
む
袖
と
み
る
ら
し 
＼
旅
衣
い
く
海
山
を 
こ
え
き
て
も
心
へ
た
て
ぬ 
中
は
か
は
ら
し 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 
 
て 
＼
し
ら
ぬ 
 
 
 
ヽ 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
飛
鳥
井 
中
将 
